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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれが、第１副画素および第２副画素を含む複数の画素を備えた液晶表示装置であ
って、
　前記第１副画素および前記第２副画素のそれぞれは、対向電極と、副画素電極と、前記
対向電極と前記副画素電極との間に配置された液晶層とを有しており、
　前記第１副画素および前記第２副画素のそれぞれの前記副画素電極は、それぞれ別個の
第１副画素電極および第２副画素電極であり、前記第１副画素および前記第２副画素のそ
れぞれの前記対向電極は共通の単一電極であり、
　連続する４以上の偶数の垂直走査期間にわたって所定の中間階調の表示を行う場合に、
前記偶数の垂直走査期間のうちの少なくとも２つの垂直走査期間において前記第１副画素
および前記第２副画素の輝度は異なり、前記第１副画素および前記第２副画素のそれぞれ
について前記偶数の垂直走査期間のうちの極性が第１極性である第１極性期間の長さと第
２極性である第２極性期間の長さとが等しく、前記第１極性期間および前記第２極性期間
のそれぞれにおいて前記第１副画素の前記液晶層に印加される実効電圧の平均値と前記第
２副画素の前記液晶層に印加される実効電圧の平均値との差が実質的にゼロであり、
　前記複数の画素のそれぞれにおいて、前記第１副画素の前記液晶層に印加される実効電
圧をＶＬｓｐａとし、前記第２副画素の前記液晶層に印加される実効電圧をＶＬｓｐｂと
すると、
　前記複数の画素のそれぞれにおいて、｜ＶＬｓｐａ｜と｜ＶＬｓｐｂ｜との大小関係を
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２垂直走査期間ごとに反転するとともに、前記第１副画素および前記第２副画素の極性を
２垂直走査期間ごとに反転し、
　前記第１副画素および前記第２副画素の極性を反転するときとは異なるときに｜ＶＬｓ
ｐａ｜と｜ＶＬｓｐｂ｜との大小関係の反転を行う、液晶表示装置。
【請求項２】
　それぞれが、第１副画素および第２副画素を含む複数の画素を備えた液晶表示装置であ
って、
　前記第１副画素および前記第２副画素のそれぞれは、対向電極と、副画素電極と、前記
対向電極と前記副画素電極との間に配置された液晶層とを有しており、
　前記第１副画素および前記第２副画素のそれぞれの前記副画素電極は、それぞれ別個の
第１副画素電極および第２副画素電極であり、前記第１副画素および前記第２副画素のそ
れぞれの前記対向電極は共通の単一電極であり、
　連続する４以上の偶数の垂直走査期間にわたって所定の中間階調の表示を行う場合に、
前記偶数の垂直走査期間のうちの少なくとも２つの垂直走査期間において前記第１副画素
および前記第２副画素の輝度は異なり、前記第１副画素および前記第２副画素のそれぞれ
について前記偶数の垂直走査期間のうちの極性が第１極性である第１極性期間の長さと第
２極性である第２極性期間の長さとが等しく、前記第１極性期間および前記第２極性期間
のそれぞれにおいて前記第１副画素の前記液晶層に印加される実効電圧の平均値と前記第
２副画素の前記液晶層に印加される実効電圧の平均値との差が実質的にゼロであり、
　前記複数の画素のそれぞれにおいて、前記第１副画素の前記液晶層に印加される実効電
圧をＶＬｓｐａとし、前記第２副画素の前記液晶層に印加される実効電圧をＶＬｓｐｂと
すると、
　前記第１極性期間および前記第２極性期間の一方の前記２つの垂直走査期間のうち、一
方は｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす垂直走査期間であり、他方は｜ＶＬｓｐａ
｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす垂直走査期間であり、
　前記第１極性期間および前記第２極性期間の他方の前記２つの垂直走査期間のそれぞれ
において、ＶＬｓｐａはＶＬｓｐｂと等しい、液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１副画素電極および前記第２副画素電極に対応する補助容量配線の電圧は、第１
レベルと、前記第１レベルよりも高電圧の第２レベルと、前記第２レベルよりも高電圧の
第３レベルとの間で変化する、請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記複数の画素は、複数の行方向および複数の列方向にマトリクス状に配置されており
、
　前記複数の画素のそれぞれにおいて、前記第１副画素および前記第２副画素は前記列方
向に沿って配置されている、請求項１から３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記複数の画素のそれぞれにおいて、前記第１副画素電極および前記第２副画素電極の
電圧は、対応する補助容量配線の電圧変化に応じて変化する、請求項１から４のいずれか
に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記複数の画素のそれぞれにおいて、前記第１副画素電極に対応する補助容量配線の電
圧は、前記第２副画素電極に対応する補助容量配線の電圧とは異なる方向に変化する、請
求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記複数の画素のうちのある画素の前記第２副画素電極の電圧、および、前記ある画素
の前記列方向に隣接する画素の前記第１副画素電極の電圧は、共通の補助容量配線の電圧
変化に応じて変化する、請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記複数の画素のうちのある画素の前記第２副画素電極の電圧、および、前記ある画素
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の前記列方向に隣接する画素の前記第１副画素電極の電圧は、異なる補助容量配線の電圧
変化に応じて変化する、請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記複数の画素のそれぞれにおいて、前記第１副画素電極は対応するスイッチング素子
を介して前記第２副画素電極と同じ信号線に接続されている、請求項１から８のいずれか
に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記複数の画素のそれぞれにおいて、前記第１副画素電極は第１スイッチング素子を介
して第１信号線に接続されており、前記第２副画素電極は第２スイッチング素子を介して
第２信号線に接続されている、請求項１から４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記第１副画素電極は前記第２副画素電極と等しい表示面積を有している、請求項１か
ら１０のいずれかに記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関し、より詳細には、γ特性の視野角依存性を改善した液晶表
示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、高精細、薄型、軽量および低消費電力等の優れた特長を有する平面表
示装置であり、近年、表示性能の向上、生産能力の向上および他の表示装置に対する価格
競争力の向上に伴い、市場規模が急速に拡大している。
【０００３】
　従来一般的であったツイステッド・ネマティク・モード（ＴＮモード）の液晶表示装置
では、正の誘電率異方性を持つ液晶分子の長軸が、基板表面に対して略平行で、且つ、液
晶層の厚さ方向に沿って上下の基板間で略９０度捻れるように配向処理が施されている。
この液晶層に電圧を印加すると、液晶分子が電界に平行に立ち上がり、捻れ配向（ツイス
ト配向）が解消される。ＴＮモードの液晶表示装置では、電圧による液晶分子の配向変化
に伴う旋光性の変化を利用することにより、透過光量が制御される。
【０００４】
　このようなＴＮモードの液晶表示装置は、生産マージンが広く生産性に優れている一方
、表示性能とりわけ視野角特性の点で問題があった。具体的には、ＴＮモードの液晶表示
装置の表示面を斜め方向から観測すると、表示のコントラスト比が著しく低下し、正面か
らの観測で黒から白までの複数の階調が明瞭に観測される画像を斜め方向から観測すると
階調間の輝度差が著しく不明瞭となる点が問題であった。さらに、表示の階調特性が反転
し、正面からの観測でより暗い部分が斜め方向からの観測ではより明るく観測される現象
（いわゆる、階調反転現象）も問題であった。
【０００５】
　近年、ＴＮモードの液晶表示装置における視野角特性を改善した液晶表示装置として、
インプレイン・スイッチング・モード（ＩＰＳモード）、マルチドメイン・バーティカル
・アラインド・モード（ＭＶＡモード）、軸対称配向モード（ＡＳＭモード）等の液晶表
示装置が開発されている。これらの新規なモード（広視野角モード）の液晶表示装置では
、視野角特性に関する上記の具体的な問題点、すなわち、表示面を斜め方向から観測した
場合における表示コントラスト比の著しい低下、および、表示階調の反転といった問題点
が解決されている。
【０００６】
　しかしながら、液晶表示装置の表示品位の改善が進む状況下において、今日では視野角
特性の問題点として、正面観測時のγ特性と斜め観測時のγ特性が異なる点、すなわちγ
特性の視野角依存性の問題が新たに顕在化してきた。ここで、γ特性とは表示輝度の階調
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依存性であり、γ特性が正面方向と斜め方向で異なるということは、階調表示状態が観測
方向によって異なることとなるため、写真等の画像を表示する場合や、またＴＶ放送等を
表示する場合に特に問題となる。
【０００７】
　γ特性の視野角依存性を改善するための方法として、１つの画素に２つ以上の副画素を
設け、中間輝度表示において一方の副画素の輝度を他方とは異ならせることにより、γ特
性の視野角依存性を改善する方法が知られている（例えば、特許文献１および特許文献２
参照）。
【０００８】
　特許文献１に開示されている液晶表示装置では、中間輝度表示において第２副画素の液
晶層の実効電圧を第１副画素の液晶層の実効電圧とは異ならせることにより、第１副画素
の輝度と第２副画素の輝度を異ならせ、これにより、γ特性の視野角依存性を改善してい
る。液晶層の透過率は、液晶層に印加される電界の向き（電気力線の向き）にかかわらず
、実効電圧の絶対値に応じて変化するので、特許文献１に開示されている液晶表示装置で
は、液晶層に印加される電界の向きを垂直走査期間ごとに交互に反転させることにより、
直流成分（ＤＣレベル）の偏りを抑制し、焼きつき等の信頼性上の問題を解決している。
【０００９】
　また、特許文献２に開示されている液晶表示装置では、第１副画素と第２副画素の明暗
を垂直走査期間ごとに反転させる（例えば、第１垂直走査期間において第１副画素の輝度
を第２副画素の輝度よりも高くし、第２垂直走査期間において第２副画素の輝度を第１副
画素の輝度よりも高くする）とともに、液晶層に印加される電界の向きを垂直走査期間ご
とに反転させている。複数の副画素のうち一方の副画素が常に明るいと、表示がざらつい
てみえることがあるが、特許文献２に開示されている液晶表示装置では、垂直走査期間ご
とに第１副画素と第２副画素の明暗を反転させることにより、表示のざらつきを防止して
いる。
【００１０】
　なお、以上のように、複数の副画素の輝度を異ならせることにより、γ特性の視野角依
存性を改善する表示または駆動を、本明細書において、マルチ画素表示、マルチ画素駆動
、面積階調表示、面積階調駆動などと呼ぶことがある。
【特許文献１】特開２００４－６２１４６号公報
【特許文献２】特開２００３－２９５１６０号公報（米国特許第６９５８７９１号明細書
）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　特許文献１の液晶表示装置では、中間輝度表示において第１副画素の輝度が第２副画素
の輝度よりも常に高いので、副画素の明暗が視認され、表示がざらついてみえることがあ
る。
【００１２】
　また、特許文献２の液晶表示装置では、液晶層に印加される電界の向きと副画素の明暗
を垂直走査期間ごとに反転させているため、一方の副画素が他方の副画素よりも明るいと
きに液晶層に印加される電界の向きは常に同じである。
【００１３】
　例えば、特許文献２の液晶表示装置では、ある垂直走査期間で、第１副画素に印加され
る実効電圧の絶対値が第２副画素に印加される実効電圧の絶対値よりも大きくなり、第１
副画素が第２副画素よりも明るいときに、液晶層に印加される電界が副画素電極側から対
向電極側に向いている（電界がこのように向く状態を「第１極性」という）。次の垂直走
査期間では、第２副画素に印加される実効電圧の絶対値が第１副画素に印加される実効電
圧の絶対値よりも大きくなり、第２副画素が第１副画素よりも明るくなり、液晶層に印加
される電界は対向電極側から副画素電極側に向いている（電界がこのように向く状態を「
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第２極性」という）。また、次の垂直走査期間では、第１副画素に印加される実効電圧の
絶対値が第２副画素に印加される実効電圧の絶対値よりも大きくなり、第１副画素が第２
副画素よりも明るくなり、第１極性となり、さらに次の垂直走査期間では、第２副画素に
印加される実効電圧の絶対値が第１副画素に印加される実効電圧の絶対値よりも大きくな
り、第２副画素が第１副画素よりも明るくなり、第２極性となる。
【００１４】
　以上のように、特許文献２の液晶表示装置では、第１副画素に印加される実効電圧の絶
対値が大きいときは専ら第１極性であり、第２副画素に印加される実効電圧の絶対値が大
きいときは専ら第２極性であるため、第１副画素に印加される実効電圧の平均値は第１極
性となり、第２副画素に印加される実効電圧の平均値は第２極性となる。
【００１５】
　なお、一般的な液晶表示装置では、画素に印加される電圧の平均値がゼロでない状態、
すなわち、画素に印加される電圧に直流電圧成分が残っている状態で長時間同一の画像を
表示しつづけると、その後表示画像を切り替えても以前に長時間表示しつづけていた画像
が残る、焼きつきと呼ばれる現象が発生する。この焼きつきを回避するために、一般的な
液晶表示装置では、画素を交流駆動（絶対値の等しい第１極性電圧、第２極性電圧を交互
に印加する）することで液晶層に印加される電圧の平均値をゼロにしている。また、交流
駆動によって電圧の平均値がゼロとならない場合、さらに対向電圧の調整を行うことによ
り、電圧の平均値をゼロにしている。
【００１６】
　しかしながら、特許文献２の液晶表示装置において、第１副画素および第２副画素の実
効電圧の平均値が異なるため、対向電圧を調整したとしても、ゼロにすることができるの
は一方の副画素のみであり、他方の副画素についての電圧の平均値をゼロに調整すること
ができない。この場合、調整できなかった副画素において焼きつきが生じ、その結果、表
示装置全体として、焼きつきの発生を抑制することができない。したがって、特許文献２
の液晶表示装置では、第１、第２副画素に印加される電圧の平均値を共にゼロにすること
ができず、焼きつき等の信頼性上の不具合を発生するといった問題がある。
【００１７】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、その目的は、表示のざらつきおよび
焼きつき等の信頼性上の問題の発生を抑制した液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明の液晶表示装置は、それぞれが、第１副画素および第２副画素を含む複数の画素
を備えた液晶表示装置であって、前記第１副画素および前記第２副画素のそれぞれは、対
向電極と、副画素電極と、前記対向電極と前記副画素電極との間に配置された液晶層とを
有しており、前記第１副画素および前記第２副画素のそれぞれの前記副画素電極は、それ
ぞれ別個の第１副画素電極および第２副画素電極であり、前記第１副画素および前記第２
副画素のそれぞれの前記対向電極は共通の単一電極であり、連続する４以上の偶数の垂直
走査期間にわたって所定の中間階調の表示を行う場合に、前記偶数の垂直走査期間のうち
の少なくとも２つの垂直走査期間において前記第１副画素および前記第２副画素の輝度は
異なり、前記第１副画素および前記第２副画素のそれぞれについて前記偶数の垂直走査期
間のうちの極性が第１極性である第１極性期間の長さと第２極性である第２極性期間の長
さとが等しく、前記第１極性期間および前記第２極性期間のそれぞれにおいて前記第１副
画素の前記液晶層に印加される実効電圧の平均値と前記第２副画素の前記液晶層に印加さ
れる実効電圧の平均値との差が実質的にゼロである。
【００１９】
　ある実施形態において、前記複数の画素のそれぞれにおいて、前記第１副画素の前記液
晶層に印加される実効電圧をＶＬｓｐａとし、前記第２副画素の前記液晶層に印加される
実効電圧をＶＬｓｐｂとすると、連続する４つの垂直走査期間のうち、２つの垂直走査期
間は前記第１極性期間であり、残りの２つの垂直走査期間は前記第２極性期間であり、前
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記第１極性期間および前記第２極性期間のうち少なくとも一方の前記２つの垂直走査期間
のうち、一方は｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜を満たし、他方は｜ＶＬｓｐａ｜＜｜Ｖ
Ｌｓｐｂ｜を満たす。
【００２０】
　ある実施形態において、前記複数の画素のそれぞれにおいて、前記第１副画素の前記液
晶層に印加される実効電圧をＶＬｓｐａとし、前記第２副画素の前記液晶層に印加される
実効電圧をＶＬｓｐｂとすると、連続する４つの垂直走査期間のうち、２つの垂直走査期
間は前記第１極性期間であり、残りの２つの垂直走査期間は前記第２極性期間であり、前
記第１極性期間および前記第２極性期間のうち少なくとも一方の前記２つの垂直走査期間
のうちの一方の垂直走査期間におけるＶ｜Ｌｓｐａ｜の値および｜ＶＬｓｐｂ｜の値は、
他方の垂直走査期間における｜ＶＬｓｐｂ｜の値および｜ＶＬｓｐａ｜の値とそれぞれ等
しい。
【００２１】
　ある実施形態において、前記４つの垂直走査期間のうち｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ
｜を満たす垂直走査期間の数は｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす垂直走査期間の
数と等しい。
【００２２】
　ある実施形態において、前記複数の画素は、複数の行方向および複数の列方向にマトリ
クス状に配置されており、前記複数の画素のそれぞれにおいて、前記第１副画素および前
記第２副画素は前記列方向に沿って配置されている。
【００２３】
　ある実施形態において、前記複数の画素のそれぞれにおいて、前記第１副画素電極およ
び前記第２副画素電極の電圧は、対応する補助容量配線の電圧変化に応じて変化する。
【００２４】
　ある実施形態において、前記複数の画素のそれぞれにおいて、前記第１副画素電極に対
応する補助容量配線の電圧は、前記第２副画素電極に対応する補助容量配線の電圧とは異
なる方向に変化する。
【００２５】
　ある実施形態において、前記複数の画素のうちのある画素の前記第２副画素電極の電圧
、および、前記ある画素の前記列方向に隣接する画素の前記第１副画素電極の電圧は、共
通の補助容量配線の電圧変化に応じて変化する。
【００２６】
　ある実施形態において、前記複数の画素のうちのある画素の前記第２副画素電極の電圧
、および、前記ある画素の前記列方向に隣接する画素の前記第１副画素電極の電圧は、異
なる補助容量配線の電圧変化に応じて変化する。
【００２７】
　ある実施形態において、前記複数の画素のそれぞれにおいて、前記第１副画素電極は対
応するスイッチング素子を介して前記第２副画素電極と同じ信号線に接続されている。
【００２８】
　ある実施形態において、前記複数の画素のそれぞれにおいて、前記第１副画素電極は第
１スイッチング素子を介して第１信号線に接続されており、前記第２副画素電極は第２ス
イッチング素子を介して第２信号線に接続されている。
【００２９】
　ある実施形態において、前記第１極性期間および前記第２極性期間のそれぞれの前記２
つの垂直走査期間のうち、一方は｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす垂直走査期間
であり、他方は｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす垂直走査期間である。
【００３０】
　ある実施形態において、前記複数の画素のそれぞれにおいて、｜ＶＬｓｐａ｜と｜ＶＬ
ｓｐｂ｜との大小関係を１垂直走査期間ごとに反転するとともに、前記第１副画素および
前記第２副画素の極性を２垂直走査期間ごとに反転する。
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【００３１】
　ある実施形態において、フレーム周波数は６０Ｈｚである。
【００３２】
　ある実施形態において、前記複数の画素のそれぞれにおいて、｜ＶＬｓｐａ｜と｜ＶＬ
ｓｐｂ｜との大小関係を２垂直走査期間ごとに反転するとともに、前記第１副画素および
前記第２副画素の極性を１垂直走査期間ごとに反転する。
【００３３】
　ある実施形態において、フレーム周波数は１２０Ｈｚである。
【００３４】
　ある実施形態において、前記複数の画素のそれぞれにおいて、｜ＶＬｓｐａ｜と｜ＶＬ
ｓｐｂ｜との大小関係を２垂直走査期間ごとに反転するとともに、前記第１副画素および
前記第２副画素の極性を２垂直走査期間ごとに反転し、前記第１副画素および前記第２副
画素の極性を反転するときとは異なるときに｜ＶＬｓｐａ｜と｜ＶＬｓｐｂ｜との大小関
係の反転を行う。
【００３５】
　ある実施形態において、前記第１極性期間および前記第２極性期間の一方の前記２つの
垂直走査期間のうち、一方は｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす垂直走査期間であ
り、他方は｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす垂直走査期間であり、前記第１極性
期間および前記第２極性期間の他方の前記２つの垂直走査期間のそれぞれにおいて、ＶＬ
ｓｐａはＶＬｓｐｂと等しい。
【００３６】
　ある実施形態において、前記第１副画素電極および前記第２副画素電極に対応する補助
容量配線の電圧は、第１レベルと、前記第１レベルよりも高電圧の第２レベルと、前記第
２レベルよりも高電圧の第３レベルとの間で変化する。
【００３７】
　ある実施形態において、前記第１副画素電極は前記第２副画素電極と等しい表示面積を
有している。
【発明の効果】
【００３８】
　本発明によれば、表示のざらつきおよび焼きつき等の信頼性上の問題の発生を抑制した
液晶表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明による液晶表示装置の第１実施形態の構造を示す模式図である。
【図２】第１実施形態の液晶表示装置における液晶パネルの模式的ブロック図である。
【図３】（ａ）は、第１実施形態の液晶表示装置における１つの画素の模式的平面図であ
り、（ｂ）は、１つの副画素の模式的断面図である。
【図４】従来の液晶表示装置における第１、第２副画素の明暗、極性および実効電圧の変
化を示す模式図であり、（ａ）は、第１、第２副画素の明暗および極性の変化を示す模式
図であり、（ｂ）は、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化を示す模式図であ
り、（ｃ）は、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化を示す模式図である。
【図５】別の従来の液晶表示装置における第１、第２副画素の明暗、極性および実効電圧
の変化を示す模式図であり、（ａ）は、第１、第２副画素の明暗および極性の変化を示す
模式図であり、（ｂ）は、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化を示す模式図
であり、（ｃ）は、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化を示す模式図である
。
【図６】第１実施形態の液晶表示装置における第１、第２副画素の明暗、極性および実効
電圧の変化を示す模式図であり、（ａ）は、第１、第２副画素の明暗および極性の変化を
示す模式図であり、（ｂ）は、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化を示す模
式図であり、（ｃ）は、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化を示す模式図で
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ある。
【図７】第１実施形態の液晶表示装置の画素構造の一例を示す模式図である。
【図８】第１実施形態の液晶表示装置における１つの画素の等価回路図である。
【図９】第１実施形態の液晶表示装置の駆動に用いられる各種の電圧波形の一例を示す図
である。
【図１０】第１実施形態の液晶表示装置における副画素の液晶層に印加される実効電圧の
関係を示す図である。
【図１１】第１実施形態の液晶表示装置のγ特性を示す図であり、（ａ）は右６０度視角
でのγ特性を示す図であり、（ｂ）は右上６０度視角のγ特性を示す図である。
【図１２】第１実施形態の液晶表示装置における複数の垂直走査期間にわたった各種の電
圧波形の一例を示す図である。
【図１３】第１実施形態の液晶表示装置の等価回路図の一例である。
【図１４】第１実施形態の液晶表示装置における複数の副画素の配列、明暗および極性を
示す模式図である。
【図１５】第１実施形態の液晶表示装置における各種の電圧波形の一例を示す図である。
【図１６】第１実施形態の液晶表示装置における複数の垂直走査期間にわたった各種の電
圧波形の一例を示す図である。
【図１７】第１実施形態の液晶表示装置における副画素の明暗および極性、ならびに、各
副画素の垂直走査期間における始めの補助容量電圧の変化を示す模式図である。
【図１８】（ａ）および（ｂ）は、第１実施形態の液晶表示装置における複数の垂直走査
期間にわたった各種の電圧波形の一例を示す図である。
【図１９】（ａ）～（ｃ）は、第１実施形態の液晶表示装置における複数の垂直走査期間
にわたった各種の電圧波形の一例を示す図である。
【図２０】第１実施形態の液晶表示装置における複数の垂直走査期間にわたった各種の電
圧波形の一例を示す図である。
【図２１】第１実施形態の液晶表示装置における複数の垂直走査期間にわたった各種の電
圧波形の一例を示す図である。
【図２２】第１実施形態の液晶表示装置における副画素の明暗および極性、ならびに、各
副画素の垂直走査期間における始めの補助容量電圧の変化を示す模式図である。
【図２３】第１実施形態の液晶表示装置の等価回路図の一例である。
【図２４】第１実施形態の液晶表示装置における各種の電圧波形の一例を示す図である。
【図２５】第１実施形態の液晶表示装置の画素構造の一例を示す模式図である。
【図２６】本発明による液晶表示装置の第２実施形態における第１、第２副画素の明暗、
極性および実効電圧の変化を示す模式図であり、（ａ）は、第１、第２副画素の明暗およ
び極性の変化を示す模式図であり、（ｂ）は、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧
の変化を示す模式図であり、（ｃ）は、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化
を示す模式図である。
【図２７】第２実施形態の液晶表示装置における副画素の明暗および極性、ならびに、各
副画素の垂直走査期間における始めの補助容量電圧の変化を示す模式図である。
【図２８】本発明による液晶表示装置の第３実施形態における第１、第２副画素の明暗、
極性および実効電圧の変化を示す模式図であり、（ａ）は、第１、第２副画素の明暗およ
び極性の変化を示す模式図であり、（ｂ）は、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧
の変化を示す模式図であり、（ｃ）は、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化
を示す模式図である。
【図２９】第３実施形態の液晶表示装置における各種の電圧波形の一例を示す図である。
【図３０】第３実施形態の液晶表示装置における副画素の明暗および極性、ならびに、各
副画素の垂直走査期間における始めの補助容量電圧の変化を示す模式図である。
【図３１】本発明による液晶表示装置の第４実施形態における第１、第２副画素の明暗、
極性および実効電圧の変化を示す模式図であり、（ａ）は、第１、第２副画素の明暗およ
び極性の変化を示す模式図であり、（ｂ）は、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧
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の変化を示す模式図であり、（ｃ）は、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化
を示す模式図である。
【図３２】第４実施形態の液晶表示装置における副画素の明暗および極性、ならびに、各
副画素の垂直走査期間における始めの補助容量電圧の変化を示す模式図である。
【図３３】本発明による液晶表示装置の第５実施形態における第１、第２副画素の明暗、
極性および実効電圧の変化を示す模式図であり、（ａ）は、第１、第２副画素の明暗およ
び極性の変化を示す模式図であり、（ｂ）は、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧
の変化を示す模式図であり、（ｃ）は、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化
を示す模式図である。
【図３４】第５実施形態の液晶表示装置における各種の電圧波形の一例を示す図である。
【図３５】第５実施形態の液晶表示装置における副画素の明暗および極性、ならびに、各
副画素の垂直走査期間における始めの補助容量電圧の変化を示す模式図である。
【図３６】本発明による液晶表示装置の第６実施形態における第１、第２副画素の明暗、
極性および実効電圧の変化を示す模式図であり、（ａ）は、第１、第２副画素の明暗およ
び極性の変化を示す模式図であり、（ｂ）は、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧
の変化を示す模式図であり、（ｃ）は、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化
を示す模式図である。
【図３７】第６実施形態の液晶表示装置における副画素の明暗および極性、ならびに、各
副画素の垂直走査期間における始めの補助容量電圧の変化を示す模式図である。
【図３８】本発明による液晶表示装置の第７実施形態における第１、第２副画素の明暗、
極性および実効電圧の変化を示す模式図であり、（ａ）は、第１、第２副画素の明暗およ
び極性の変化を示す模式図であり、（ｂ）は、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧
の変化を示す模式図であり、（ｃ）は、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化
を示す模式図である。
【図３９Ａ】第７実施形態の液晶表示装置のあるフレームにおける副画素の明暗および極
性、ならびに、各副画素の垂直走査期間における始めの補助容量電圧の変化を示す模式図
である。
【図３９Ｂ】第７実施形態の液晶表示装置の次のフレームにおける副画素の明暗および極
性、ならびに、各副画素の垂直走査期間における始めの補助容量電圧の変化を示す模式図
である。
【図４０】第７実施形態の液晶表示装置における各種の電圧波形の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００４０】
　１０　　画素
　１０ａ、１０ｂ　副画素
　１３　液晶層
　１７　対向電極
　１８ａ、１８ｂ　副画素電極
　１００　液晶表示装置
　１００Ａ　液晶パネル
【発明を実施するための最良の形態】
【００４１】
　（実施形態１）
　以下、図面を参照して、本発明による液晶表示装置の第１実施形態を説明する。
【００４２】
　まず、図１～図３を参照して、本実施形態の液晶表示装置１００の構成を概略的に説明
する。図１に、本実施形態の液晶表示装置１００を示す。液晶表示装置１００の液晶パネ
ル１００Ａは、図２に示すように、複数の行方向および列方向のマトリクス状に配列され
た複数の画素を有する表示部１１０と、表示部１１０を駆動する駆動回路１２０とを備え
ている。表示部１１０の各画素は、液晶層と、液晶層に電圧を印加する複数の電極とを有
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している。駆動回路１２０は、入力された入力映像信号に基づいて駆動信号を生成する。
【００４３】
　図３（ａ）は１つの画素の電極構造の模式的平面図であり、図３（ｂ）は１つの副画素
の模式的断面図である。図３（ｂ）は、図３（ａ）の３Ｂ－３Ｂ’線に沿った断面に相当
する。図３（ａ）に示すように、１つの画素１０は、列方向に沿うように配置された第１
副画素１０ａと第２副画素１０ｂとを有している。図３（ｂ）に示すように、第１副画素
１０ａは、液晶層１３と、第１副画素電極１８ａと、液晶層１３を介して第１副画素電極
１８ａと対向する対向電極１７とを有する。なお、図３（ｂ）には、第１副画素１０ａの
構成を示しているが、第２副画素１０ｂも同様の構成を有している。対向電極１７は、典
型的には、全ての画素１０に対して共通の１つの電極である。本実施形態の液晶表示装置
１００では、第１副画素電極１８ａおよび第２副画素電極１８ｂに異なる電圧が印加され
得、それにより、第１副画素１０ａの液晶層の実効電圧を、第２副画素１０ｂの液晶層の
実効電圧と異ならせることできる。
【００４４】
　次いで、図４～図６を参照して、特許文献１および特許文献２の液晶表示装置と比較し
ながら、本実施形態の液晶表示装置１００における副画素の明暗および電界の向き（電気
力線の向き）の変化を説明する。なお、ここでは、説明を簡略化するために、画素が所定
の中間階調を数フレームにわたって表示すると仮定する。
【００４５】
　まず、図４を参照して、特許文献１の液晶表示装置における副画素の明暗および電界の
向きの変化、ならびに、第１および第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化を説
明する。図４（ａ）において１～６は期間を示しており、各期間は垂直走査期間を示して
いる。なお、「垂直走査期間」とは、表示信号電圧を書き込むためにある走査線が選択さ
れてから、次の表示信号電圧を書き込むためにその走査線が選択されるまでの期間と定義
することにする。また、ノンインターレース駆動用の入力映像信号の場合の１フレーム期
間、および、インターレース駆動用の入力映像信号の場合の１フィールド期間を「入力映
像信号の垂直走査期間」と呼ぶ。通常、液晶表示装置における１垂直走査期間は、入力映
像信号の１垂直走査期間に対応する。以下では、簡単のために、液晶パネルの１垂直走査
期間が入力映像信号の１垂直走査期間に対応する場合について説明するが、本発明はこれ
に限定されず、例えば、入力映像信号の１垂直走査期間（例えば、１／６０ｓｅｃ）に対
して、液晶パネルの２垂直走査期間（例えば、２×１／１２０ｓｅｃ）を割り当てる、い
わゆる２倍速駆動（垂直走査周波数が１２０Ｈｚ）などにも適用できる。また、ここでは
、各垂直走査期間の長さは等しいとする。なお、各垂直走査期間内において、ある走査線
を選択する時刻と、その次の走査線を選択する時刻との差（期間）を１水平走査期間（１
Ｈ）という。
【００４６】
　図４（ａ）において上側および下側の矩形はそれぞれ第１および第２副画素であり、第
１副画素および第２副画素のうち、より輝度の高い副画素を白で示し、より輝度の低い副
画素を黒で示している。また、図４（ａ）において、「＋」、「－」は、対応する走査線
が選択されたときの対向電極に供給される共通電圧を基準とした表示信号電圧の極性を示
している。ここでは、「＋」は、第１副画素電極および第２副画素電極の電位が対向電極
の電位よりも高く、電界が副画素電極側から対向電極側に向いていることを示す。一方、
「－」は、第１副画素電極および第２副画素電極の電位が対向電極の電位よりも低く、電
界が対向電極側から副画素電極側に向いていることを示す。以下の説明において、「＋」
を第１極性、「－」を第２極性とも称し、「＋」および「－」を総称して極性とも称する
。また、「＋」となる期間を第１極性期間と、「－」となる期間を第２極性期間とも称す
る。
【００４７】
　特許文献１の液晶表示装置では、図４（ａ）に示すように、期間１、３および５は第１
極性期間であり、期間２、４および６は第２極性期間であり、極性は垂直走査期間毎に反
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転する。また、図４（ａ）に示すように、特許文献１の液晶表示装置では、すべての期間
１～６において第１副画素の輝度は第２副画素の輝度よりも高い。
【００４８】
　図４（ｂ）および図４（ｃ）に、特許文献１の液晶表示装置において、第１、第２副画
素の液晶層に印加される各垂直走査期間の実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂをそれぞれ太
線で示す。第１、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂは、
第１、第２副画素電極の電圧と対向電極の電圧Ｖｃとの差の実効値であり、ここでは対向
電極の電圧Ｖｃが一定であるように示している。なお、図４（ｂ）および図４（ｃ）には
特に示していないが、特許文献１に開示されているように、補助容量配線の電圧を変化さ
せることにより、第１、第２副画素の液晶層に印加される電圧を同一垂直走査期間内で変
化させてもよい。
【００４９】
　期間１において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
高く、また、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第２副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図４（ａ）に示すように、期間１は、第１極性期間であり、第１副画素は第２副
画素よりも明るい。期間１から期間２に移行するとき、第１副画素および第２副画素の液
晶層に印加される実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂは変化する。期間２において、第１副
画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも低い。また、第１副画素の
液晶層に印加される実効電圧の絶対値は第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対
値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜）。したがって、図４（ａ）に示すよ
うに、期間２は、第２極性期間であり、第１副画素は第２副画素よりも明るい。
【００５０】
　期間３以降、第１、第２副画素の明暗および極性は、期間１および期間２における第１
、第２副画素の明暗および極性の繰り返しとなる。特許文献１の液晶表示装置では、図４
（ａ）に示したように、第１副画素の輝度は第２副画素の輝度よりも常に高くなって副画
素の明暗が視認され、表示がざらついて見える。
【００５１】
　次いで、図５を参照して、特許文献２の液晶表示装置における副画素の明暗および電界
の向きの変化、ならびに、第１および第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化を
説明する。
【００５２】
　図５（ａ）に示すように、特許文献２の液晶表示装置でも、期間１、３および５は第１
極性期間であり、期間２、４および６は第２極性期間であり、極性は垂直走査期間毎に反
転する。また、特許文献２の液晶表示装置では、期間１、３および５において第１副画素
の輝度は第２副画素の輝度よりも高く、期間２、４および６において第２副画素の輝度は
第１副画素の輝度よりも高い。
【００５３】
　図５（ｂ）および図５（ｃ）に、第１、第２副画素の液晶層に印加される各垂直走査期
間の実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂをそれぞれ太線で示す。なお、図５（ｂ）および図
５（ｃ）には特に示していないが、特許文献１に開示されているように、補助容量配線の
電圧を変化させることにより、第１、第２副画素の液晶層に印加される電圧を同一垂直走
査期間内で変化させてもよい。
【００５４】
　期間１において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
高い。また、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は第２副画素の液晶層に
印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜）。したが
って、図５（ａ）に示すように、期間１は第１極性期間であり、第１副画素は第２副画素
よりも明るい。期間１から期間２に移行するとき、第１、第２副画素の液晶層の実効電圧
ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂは変化する。期間２において、第１副画素電極および第２副画素
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電極の電圧は対向電極の電圧よりも低い。また、第２副画素の液晶層に印加される実効電
圧の絶対値は第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓ
ｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜）。したがって、図５（ａ）に示すように、期間２は第２極性期
間であり、また、第２副画素は第１副画素よりも明るい。
【００５５】
　期間３以降、第１、第２副画素の明暗および極性は、期間１および期間２における第１
、第２副画素の明暗および極性の繰り返しとなる。特許文献２の液晶表示装置では、極性
を垂直走査期間毎に反転するとともに副画素の明暗を垂直走査期間毎に反転しているので
、特許文献１の液晶表示装置とは異なり、第１副画素および第２副画素がそれぞれ他方よ
りも明るい期間があり、結果として、表示のざらつきを抑制することができる。しかしな
がら、特許文献２の液晶表示装置では、第１副画素が第２副画素よりも明るい期間は常に
第１極性期間であり、また、第２副画素が第１副画素よりも明るい期間は常に第２極性期
間であるため、図５（ｂ）および図５（ｃ）から理解されるように、複数の垂直走査期間
（例えば、期間１～４）にわたった第１副画素の液晶層の実効電圧ＶＬｓｐａの平均は対
向電極の電圧Ｖｃよりも高く、また、複数の垂直走査期間（例えば、期間１～４）にわた
った第２副画素の液晶層の実効電圧ＶＬｓｐｂの平均は対向電極の電圧Ｖｃよりも低い。
したがって、特許文献２の液晶表示装置では、副画素ごとに直流成分（ＤＣレベル）の偏
りが残存しており、この偏りにより、焼きつき等の信頼性上の問題が発生する。
【００５６】
　次いで、図６を参照して、本実施形態の液晶表示装置１００における副画素の明暗およ
び電界の向きの変化、ならびに、第１および第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の
変化を説明する。
【００５７】
　図６（ａ）に示すように、本実施形態の液晶表示装置１００において、期間１、２、５
および６は第１極性期間であり、期間３、４は第２極性期間である。なお、上述したよう
に、第１極性期間は第１、第２副画素電極の電圧が対向電極の電圧よりも高い期間であり
、第２極性期間は第１、第２副画素電極の電圧が対向電極の電圧よりも低い期間である。
ここで、連続する４つの垂直走査期間をみると、４つの垂直走査期間のうち、２つは第１
極性期間であり、残りの２つは第２極性期間である。例えば、図６（ａ）における期間１
～４では、期間１および期間２は第１極性期間であり、期間３および期間４は第２極性期
間である。
【００５８】
　図６（ｂ）および図６（ｃ）に、第１、第２副画素の液晶層に印加される各垂直走査期
間の実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂをそれぞれ太線で示す。なお、本実施形態において
も、特許文献１および特許文献２に開示されているのと同様に、補助容量配線の電圧を変
化させることにより、第１、第２副画素の液晶層に印加される電圧を同一垂直走査期間内
で変化させてもよい。また、図６（ｂ）および図６（ｃ）では、対向電極の電圧Ｖｃを基
準にしているため、対向電極の電圧Ｖｃが時間によらず一定であるように示しているが、
対向電極の電圧Ｖｃは時間に応じて変化してもよい。
【００５９】
　期間１において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
高い。また、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は第２副画素の液晶層に
印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜）。したが
って、図６（ａ）に示すように、期間１は第１極性期間であり、第１副画素は第２副画素
よりも明るい。
【００６０】
　期間１から期間２に移行するとき、第１、第２副画素の液晶層の実効電圧ＶＬｓｐａ、
ＶＬｓｐｂは変化する。期間２において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は
対向電極の電圧よりも高い。また、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は
、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＜｜
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ＶＬｓｐｂ｜）。したがって、図６（ａ）に示すように、期間２は第１極性期間であり、
また、第２副画素は第１副画素よりも明るい。
【００６１】
　期間３において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
低い。また、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第２副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図６（ａ）に示すように、期間３は第２極性期間であり、第１副画素は第２副画
素よりも明るい。
【００６２】
　期間４において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
低い。また、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第１副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図６（ａ）に示すように、期間４は第２極性期間であり、第２副画素は第１副画
素よりも明るい。以下、期間５以降、第１、第２副画素の明暗および極性は、期間１～４
における第１、第２副画素の明暗および極性の繰り返しとなる。
【００６３】
　以上のように、本実施形態の液晶表示装置１００において、連続する４つの垂直走査期
間のうち２つの垂直走査期間は第１極性期間である。このうち、一方は｜ＶＬｓｐａ｜＞
｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす垂直走査期間であり（例えば、期間１）、他方は｜ＶＬｓｐａ｜
＜｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす垂直走査期間である（例えば、期間２）。また、連続する４つ
の垂直走査期間のうち残りの２つは第２極性期間である。このうち、一方は｜ＶＬｓｐａ
｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす垂直走査期間であり（例えば、期間３）、他方は｜ＶＬｓｐ
ａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす垂直走査期間である（例えば、期間４）。図６（ａ）から
理解されるように、本実施形態の液晶表示装置１００では、副画素の明暗を垂直走査期間
毎に反転するとともに、極性を２垂直走査期間毎に反転しており、第１副画素の（明るさ
、極性）は、（明、＋）、（暗、＋）、（明、－）、（暗、－）と順番に変化し、また、
第２副画素の（明暗、極性）は、（暗、＋）、（明、＋）、（暗、－）、（明、－）の順
番に変化する。ここで、「明」は他方の副画素よりも明るいことを示し、「暗」は他方の
副画素よりも暗いことを示している。副画素の実効電圧がこのように変化することにより
、第１極性期間および第２極性期間のそれぞれにおいて第１副画素の液晶層に印加される
実効電圧の平均値と第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の平均値との差が実質的に
ゼロになる。
【００６４】
　本実施形態の液晶表示装置１００では、特許文献１の液晶表示装置とは異なり、副画素
の明暗が垂直走査期間毎に反転するので、表示のざらつきを抑制することができる。また
、本実施形態の液晶表示装置１００では、特許文献２の液晶表示装置とは異なり、第１極
性期間および第２極性期間のいずれも（｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜）を満たす期間
と、（｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜）を満たす期間とを有するので、図６（ｂ）およ
び図６（ｃ）から理解されるように、複数の垂直走査期間（例えば、期間１～４）にわた
った実効電圧ＶＬｓｐａの平均および実効電圧ＶＬｓｐｂの平均をともにゼロにすること
ができる。また、たとえ、実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂの平均がゼロにならなくても
、実効電圧ＶＬｓｐａの平均と実効電圧ＶＬｓｐｂの平均がほぼ等しいので、対向電圧を
調整することにより、実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂの平均をともにゼロに調整するこ
とができる。このように実効電圧の平均がゼロにすることにより、焼きつき等の信頼性上
の問題の発生を抑制することができる。なお、上記の関係を満足するように異なる電圧を
第１、第２副画素の液晶層に印加する構成には種々の構成があり得る。
【００６５】
　また、本実施形態は、負の誘電異方性を有するネマチック液晶材料を含む垂直配向型液
晶層を利用する液晶表示装置に適用することが好ましい。特に、それぞれの副画素に含ま
れる液晶層が、電圧印加時に液晶分子の傾斜する方位角方向が互いに約９０°異なる４つ
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のドメインを含むことが好ましい（ＭＶＡモード）。あるいは、それぞれの副画素に含ま
れる液晶層が、少なくとも電圧印加時に軸対称配向をとる液晶層であってもよい（ＡＳＭ
モード）。
【００６６】
　以下では、本実施形態によるＭＶＡモードの液晶表示装置１００をさらに詳細に説明す
る。
【００６７】
　図１に示すように、液晶表示装置１００は、液晶パネル１００Ａと、液晶パネル１００
Ａの両側に設けられた位相差補償素子（典型的には位相差補償板）２０ａおよび２０ｂと
、これらを挟むように配置された偏光板３０ａおよび３０ｂと、バックライト４０とを有
する。偏光板３０ａおよび３０ｂの透過軸（「偏光軸」ともいう。）は、互いに直交する
ように配置（クロスニコル配置）されており、液晶パネル１００Ａの液晶層１３（図３（
ｂ）参照）に電圧が印加されていない状態（垂直配向状態）において黒表示を行う。した
がって、液晶表示装置１００はノーマリブラックモードの液晶表示装置である。位相差補
償素子２０ａおよび２０ｂは液晶表示装置の視野角特性を良好にするために設けられてお
り、公知の技術を用いて最適に設計される。具体的には、黒表示状態において、全ての方
位角方向における斜め観測時と正面観測時との輝度（黒輝度）の差が最小となるように最
適化される。
【００６８】
　図３（ａ）に示すように、第１副画素電極１８ａと第２副画素電極１８ｂとの間には走
査線１２が配置されている。なお、当然のことではあるが、基板１１ａ上には、第１、第
２副画素電極１８ａおよび１８ｂそれぞれに所定のタイミングで所定の電圧を印加するた
めに、走査線１２、信号線およびＴＦＴ（図３には不図示）、さらにはこれらを駆動する
ための回路等が形成されている。また、他方の基板１１ｂには、必要に応じて、カラーフ
ィルタ等が設けられる。
【００６９】
　次いで、図３（ａ）および図３（ｂ）を参照しながら、ＭＶＡモードの液晶表示装置１
００における１つの画素の構造を説明する。ＭＶＡモードの液晶表示装置の基本的な構成
および動作については、例えば、特開平１１－２４２２２５号公報に開示されている。
【００７０】
　図３（ｂ）に示すように、ガラス基板１１ａ上に形成された副画素電極１８ａにはスリ
ット１８ｓが設けられており、この副画素電極１８ａと対向電極１７とにより、液晶層１
３に斜め電界が生成される。また、対向電極１７が設けられているガラス基板１１ｂの表
面には、液晶層１３側に突き出たリブ１９が設けられている。液晶層１３は、負の誘電異
方性を有するネマチック液晶材料で構成されており、対向電極１７、リブ１９および副画
素電極１８ａおよび１８ｂを覆うように形成されている垂直配向膜（不図示）によって、
電圧無印加時に略垂直配向状態をとる。リブ１９の表面（傾斜した側面）および上記斜め
電界によって、垂直配向した液晶分子を所定の方向に安定に倒すことができる。
【００７１】
　図３（ｂ）に示すように、リブ１９はリブの中心に向かって山型に傾斜しており、液晶
分子はその傾斜面に対して略垂直に配向している。従って、リブ１９によって液晶分子の
チルト角度（基板表面と液晶分子の長軸の成す角度）の分布が発生する。また、スリット
１８ｓは液晶層に印加される電界の方向を規則的に変化させている。その結果、このリブ
１９、スリット１８ｓの作用によって電界印加時の液晶分子の配向方向は、図３（ａ）に
示した矢印の方向、すなわち、右上、左上、左下、右下の４方向に配向するため上下左右
対称な特性を有する良好な視野角特性を得ることができる。なお、液晶パネル１００Ａの
矩形の表示面は、典型的には、長手方向を左右方向に配置され、偏光板３０ａの透過軸は
長手方向に平行に設定される。一方、画素１０は、画素１０の長手方向が液晶パネル１０
０Ａの長手方向に直交する方向に配置される。
【００７２】
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　図３（ａ）に示すように、第１副画素１０ａおよび第２副画素１０ｂの面積を同じにし
、それぞれの副画素において、第１方向に延びる第１リブと、第１方向と略直交する第２
方向に延びる第２リブとを含み、第１リブと第２リブは、それぞれの副画素内において、
走査線１２に平行な中心線に対して対称に配置されており、かつ、一方の副画素内のリブ
の配置と他方の副画素内のリブの配置とが、走査線１２に直交する中心線に対して対称で
ある配置とすることが好ましい。このような配置にすることによって、それぞれの副画素
内で液晶分子が右上、左上、左下、右下の４方向に配向し、かつ、第１副画素および第２
副画素を含む画素全体について、それぞれの液晶ドメインの面積が実質的に同じなるので
、上下左右対称な特性を有する良好な視野角特性を得ることができる。この効果は、画素
の面積が小さいときに顕著である。さらに、それぞれの副画素における走査線に平行な中
心線の間隔が走査線の配列ピッチの約２分の１と等しい構成を採用することが好ましい。
【００７３】
　次に、図７～図９を参照して、本実施形態の液晶表示装置１００における１つの画素１
０の具体的な構造、および、この画素１０に含まれる２つの副画素１０ａ、１０ｂの液晶
層に異なる電圧を印加することを説明する。
【００７４】
　図７に示すように、画素１０は、２つの副画素１０ａおよび１０ｂを有しており、副画
素１０ａ、１０ｂの副画素電極１８ａ、１８ｂには、それぞれＴＦＴ１６ａ、ＴＦＴ１６
ｂ、および補助容量（ＣＳ）２２ａ、２２ｂが接続されている。ＴＦＴ１６ａおよびＴＦ
Ｔ１６ｂのゲ－ト電極は走査線１２に接続され、ソース電極は共通の（同一の）信号線１
４に接続されている。補助容量２２ａ、２２ｂは、それぞれ補助容量配線（ＣＳバス・ラ
イン）２４ａおよび補助容量配線２４ｂに接続されている。補助容量２２ａおよび２２ｂ
は、それぞれ副画素電極１８ａおよび１８ｂに電気的に接続された補助容量電極と、補助
容量配線２４ａおよび２４ｂに電気的に接続された補助容量対向電極と、これらの間に設
けられた絶縁層（不図示）によって形成されている。補助容量２２ａおよび２２ｂの補助
容量対向電極は互いに独立しており、それぞれ補助容量配線２４ａおよび２４ｂから互い
に異なる補助容量対向電圧が供給され得る。
【００７５】
　図８に、液晶表示装置１００における１つの画素１０の等価回路を示す。この等価回路
において、それぞれの副画素１０ａおよび１０ｂの液晶層を液晶層１３ａおよび１３ｂと
して表している。また、副画素電極１８ａおよび１８ｂと、液晶層１３ａおよび１３ｂと
、対向電極１７（副画素１０ａおよび１０ｂに対して共通）によって形成される液晶容量
をＣｌｃａ、Ｃｌｃｂとして表している。液晶容量ＣｌｃａおよびＣｌｃｂの静電容量値
はＣＬＣ（Ｖ）であり、ＣＬＣ（Ｖ）の値は、副画素１０ａ、１０ｂの液晶層に印加され
る実効電圧（Ｖ）に依存する。また、各副画素１０ａおよび１０ｂの液晶容量にそれぞれ
独立に接続されている補助容量２２ａ、２２ｂをＣｃｓａ、Ｃｃｓｂと表しており、この
静電容量値を同一の値ＣＣＳとする。
【００７６】
　第１副画素１０ａにおいて、液晶容量Ｃｌｃａおよび補助容量Ｃｃｓａのそれぞれの一
方の電極は副画素１０ａのスイッチング素子として機能するＴＦＴ１６ａのドレイン電極
に接続されており、液晶容量Ｃｌｃａの他方の電極は対向電極１７に接続され、補助容量
Ｃｃｓａの他方の電極は補助容量配線２４ａに接続されている。また、第２副画素１０ｂ
において、液晶容量Ｃｌｃｂおよび補助容量Ｃｃｓｂのそれぞれの一方の電極は副画素１
０ｂのスイッチング素子として機能するＴＦＴ１６ｂのドレイン電極に接続されており、
液晶容量Ｃｌｃｂの他方の電極は対向電極１７に接続され、補助容量Ｃｃｓｂの他方の電
極は補助容量配線２４ｂに接続されている。ＴＦＴ１６ａおよびＴＦＴ１６ｂのゲート電
極はいずれも走査線１２に接続されており、ソース電極はいずれも信号線１４に接続され
ている。
【００７７】
　図９に、本実施形態の液晶表示装置１００を駆動するための各電圧のある垂直走査期間
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内における変化を模式的に示す。図９において、Ｖｓは信号線１４の電圧を示し、Ｖｃｓ
ａは補助容量配線２４ａの電圧を示し、Ｖｃｓｂは補助容量配線２４ｂの電圧を示し、Ｖ
ｇは走査線１２の電圧を示し、Ｖｌｃａは第１副画素電極１８ａの電圧を示し、Ｖｌｃｂ
は第２副画素電極１８ｂの電圧を示している。また、図中の破線は、対向電極１７の電圧
ＣＯＭＭＯＮ（Ｖｃ）を示している。補助容量配線２４ａの電圧Ｖｃｓａは、Ｖｃ－Ｖａ
ｄからＶｃ＋Ｖａｄの範囲で周期的に変化し、また、補助容量配線２４ｂの電圧Ｖｃｓｂ
もＶｃ－ＶａｄからＶｃ＋Ｖａｄの範囲で周期的に変化する。補助容量配線２４ｂの電圧
Ｖｃｓｂは、補助容量配線２４ａの電圧Ｖｃｓａと１８０度位相が異なる波形になってい
る。
【００７８】
　以下、図９を参照しながら、図８に示した等価回路の動作を説明する。
【００７９】
　時刻Ｔ１のとき走査線１２の電圧ＶｇがＶｇＬからＶｇＨに変化することにより、ＴＦ
Ｔ１６ａとＴＦＴ１６ｂが同時に導通状態（オン状態）となり、副画素１０ａ、１０ｂの
副画素電極１８ａ、１８ｂに信号線１４の電圧Ｖｓが伝達され、副画素１０ａ、１０ｂの
液晶容量Ｃｌｃａ、Ｃｌｃｂに充電が行われる。同様にそれぞれの副画素の補助容量Ｃｃ
ｓａ、Ｃｃｓｂにも信号線１４から充電が行われる。
【００８０】
　次に、時刻Ｔ２のとき走査線１２の電圧ＶｇがＶｇＨからＶｇＬに変化することにより
、ＴＦＴ１６ａとＴＦＴ１６ｂが同時に非導通状態（オフ状態）となり、副画素１０ａ、
１０ｂの液晶容量Ｃｌｃａ、Ｃｌｃｂ、補助容量Ｃｃｓａ、Ｃｃｓｂはいずれも、信号線
１４と電気的に絶縁される。なお、この直後ＴＦＴ１６ａ、ＴＦＴ１６ｂの有する寄生容
量等の影響による引き込み現象のために、第１、第２副画素電極１８ａ、１８ｂの電圧Ｖ
ｌｃａ、Ｖｌｃｂは概ね同一の電圧Ｖｄだけ低下し、
　Ｖｌｃａ＝Ｖｓ－Ｖｄ
　Ｖｌｃｂ＝Ｖｓ－Ｖｄ
となる。このとき、それぞれの補助容量配線の電圧Ｖｃｓａ、Ｖｃｓｂは
　Ｖｃｓａ＝Ｖｃ－Ｖａｄ
　Ｖｃｓｂ＝Ｖｃ＋Ｖａｄ
である。
【００８１】
　時刻Ｔ３において、補助容量Ｃｃｓａに接続された補助容量配線２４ａの電圧Ｖｃｓａ
はＶｃ－ＶａｄからＶｃ＋Ｖａｄに２×Ｖａｄ分だけ増加し、補助容量Ｃｃｓｂに接続さ
れた補助容量配線２４ｂの電圧ＶｃｓｂはＶｃ＋ＶａｄからＶｃ－Ｖａｄに２×Ｖａｄ分
だけ減少する。補助容量配線２４ａおよび２４ｂの電圧変化に伴い、第１、第２副画素電
極の電圧Ｖｌｃａ、Ｖｌｃｂは、それぞれ、
　Ｖｌｃａ＝Ｖｓ－Ｖｄ＋２×Ｋ×Ｖａｄ
　Ｖｌｃｂ＝Ｖｓ－Ｖｄ－２×Ｋ×Ｖａｄ
へ変化する。但し、Ｋ＝ＣＣＳ／（ＣＬＣ（Ｖ）＋ＣＣＳ）である。
【００８２】
　時刻Ｔ４では、補助容量配線２４ａの電圧ＶｃｓａがＶｃ＋ＶａｄからＶｃ－Ｖａｄへ
、補助容量配線２４ｂの電圧ＶｃｓｂがＶｃ－ＶａｄからＶｃ＋Ｖａｄへ、２×Ｖａｄ分
だけ変化し、これにより、第１、第２副画素電極の電圧Ｖｌｃａ、Ｖｌｃｂは、
　Ｖｌｃａ＝Ｖｓ－Ｖｄ＋２×Ｋ×Ｖａｄ
　Ｖｌｃｂ＝Ｖｓ－Ｖｄ－２×Ｋ×Ｖａｄ
から、
　Ｖｌｃａ＝Ｖｓ－Ｖｄ
　Ｖｌｃｂ＝Ｖｓ－Ｖｄ
へ変化する。
【００８３】
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　時刻Ｔ５では、補助容量配線２４ａの電圧ＶｃｓａがＶｃ－ＶａｄからＶｃ＋Ｖａｄへ
、補助容量配線２４ｂの電圧ＶｃｓｂがＶｃ＋ＶａｄからＶｃ－Ｖａｄへ、２×Ｖａｄ分
だけ変化し、第１、第２副画素電極の電圧Ｖｌｃａ、Ｖｌｃｂもまた、
　Ｖｌｃａ＝Ｖｓ－Ｖｄ
　Ｖｌｃｂ＝Ｖｓ－Ｖｄ
から、
　Ｖｌｃａ＝Ｖｓ－Ｖｄ＋２×Ｋ×Ｖａｄ
　Ｖｌｃｂ＝Ｖｓ－Ｖｄ－２×Ｋ×Ｖａｄ
へ変化する。
【００８４】
　Ｖｃｓａ、Ｖｃｓｂ、Ｖｌｃａ、Ｖｌｃｂは、水平走査時間１Ｈの整数倍の間隔毎に上
記Ｔ４、Ｔ５における変化を交互に繰り返す。上記Ｔ４、Ｔ５の繰り返し間隔を１Ｈの１
倍とするか、２倍とするか、３倍とするかあるいはそれ以上とするかは液晶表示装置の駆
動方法（極性反転方法等）や表示状態（ちらつき、表示のざらつき感等）を鑑みて適宜設
定すればよい。この繰り返しは次に画素１０が書き換えられるとき、すなわちＴ１に等価
な時間になるまで継続される。従って、第１、第２副画素電極の電圧Ｖｌｃａ、Ｖｌｃｂ
の平均電圧は、それぞれ、
　Ｖｌｃａ＝Ｖｓ－Ｖｄ＋Ｋ×Ｖａｄ
　Ｖｌｃｂ＝Ｖｓ－Ｖｄ－Ｋ×Ｖａｄ
となる。
【００８５】
　よって、副画素１０ａ、１０ｂの液晶層１３ａ、１３ｂに印加される実効電圧Ｖ１（＝
ＶＬｓｐａ）、Ｖ２（＝ＶＬｓｐｂ）は、それぞれ、第１副画素電極１８ａの電圧と対向
電極１７の電圧との差、第２副画素電極１８ｂの電圧と対向電極１７の電圧との差であり
、すなわち、
　Ｖ１＝ＶＬｓｐａ＝Ｖｌｃａ－Ｖｃｏｍ
　Ｖ２＝ＶＬｓｐｂ＝Ｖｌｃｂ－Ｖｃｏｍ
すなわち、
　Ｖ１＝Ｖｓ－Ｖｄ＋Ｋ×Ｖａｄ－Ｖｃ
　Ｖ２＝Ｖｓ－Ｖｄ－Ｋ×Ｖａｄ－Ｖｃ
となる。従って、副画素１０ａおよび１０ｂのそれぞれの液晶層１３ａおよび１３ｂに印
加される実効電圧の差ΔＶ（＝Ｖ１－Ｖ２）は、ΔＶ＝２×Ｋ×Ｖａｄ（但し、Ｋ＝ＣＣ
Ｓ／（ＣＬＣ（Ｖ）＋ＣＣＳ））となり、液晶層１３ａおよび１３ｂに互いに異なる電圧
を印加することができる。
【００８６】
　図１０に、本実施形態の液晶表示装置１００におけるＶ１とＶ２との関係を模式的に示
す。図１０から理解されるように、本実施形態の液晶表示装置１００では、Ｖ１の値が小
さいほどΔＶの値が大きい。なお、ΔＶの値がＶ１あるいはＶ２に依存して変化するのは
、液晶容量の静電容量値ＣＬＣ（Ｖ）が電圧に依存して変化するためである。
【００８７】
　図１１（ａ）に、本実施形態の液晶表示装置１００における右６０度視角でのγ特性を
示しており、図１１（ｂ）に、本実施形態の液晶表示装置１００における右上６０度視角
でのγ特性を示している。図１１（ａ）および図１１（ｂ）には、また、比較のために副
画素１０ａ、１０ｂに同一の電圧を印加した場合のγ特性も示している。図１１（ａ）お
よび図１１（ｂ）から理解されるように、本実施形態の液晶表示装置１００の階調特性は
、２つの副画素電極の電圧を等しくした場合と比べて、縦軸の値＝横軸の値である正面方
向の階調特性（γ＝２．２）により近くなり、γ特性が改善されている。以上のように、
１つの垂直走査期間内において、各電圧を図９に示したように変化させることにより、異
なる副画素の液晶層に異なる実効電圧を印加することができ、それにより、斜め方向から
観測した際のγ特性を改善することができる。
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【００８８】
　以下、図１２を参照して、図７および図８を参照して説明した１つの画素１０に印加す
る電圧の複数の垂直走査期間にわたる変化を説明する。
【００８９】
　図１２において、Ｖｇは走査線１２の電圧を示し、Ｖｃｓａは第１補助容量配線２４ａ
の電圧を示し、Ｖｃｓｂは第２補助容量配線２４ｂの電圧を示し、ＶＬｓｐａは第１副画
素１０ａの液晶層１３ａに印加される実効電圧を示し、ＶＬｓｐｂは第２副画素１０ｂの
液晶層１３ｂに印加される実効電圧を示している。上述したように、垂直走査期間は、あ
る走査線が選択され、次にその走査線が選択されるまでの期間であり、図１２においてそ
の期間をＶ－Ｔｏｔａｌで示している。なお、図１２には、図９を参照して説明した引き
込み現象によって生じる電圧Ｖｄの変化を示していない。
【００９０】
　また、第１、第２補助容量配線の電圧Ｖｃｓａ、Ｖｃｓｂは、表示期間ＡＨと調整期間
ＢＨとを有している。第１、第２補助容量配線の電圧Ｖｃｓａ、Ｖｃｓｂは、表示期間Ａ
Ｈにおいてある期間（ここでは、２０Ｈ）を１周期として周期的に変化し、調整期間ＢＨ
において表示期間ＡＨの期間とは異なる期間（ここでは、３６Ｈまたは２６Ｈ）で１周期
変化する。表示期間ＡＨと調整期間ＢＨとの和は、垂直走査期間（Ｖ－Ｔｏｔａｌ）に等
しい。また、ここでは、表示期間ＡＨは、あるフレームに対応する垂直走査期間が開始し
た後、第１、第２補助容量配線の電圧Ｖｃｓａ、Ｖｃｓｂが変化したときに開始し、調整
期間ＢＨは、そのフレームに対応する垂直走査期間が終了した後、第１、第２補助容量配
線の電圧Ｖｃｓａ、Ｖｃｓｂが変化したときに終了する。本実施形態において、フレーム
周波数は、例えば、６０Ｈｚである。
【００９１】
　図１２には、４つの垂直走査期間における電圧の変化を示している。以下の説明におい
て、４つの垂直走査期間をそれぞれ第１～第４垂直走査期間と称し、各垂直走査期間に対
応する表示期間ＡＨ、調整期間ＢＨを、それぞれ、第１～第４表示期間ＡＨ、第１～第４
調整期間ＢＨと称する。また、ここでも、補助容量配線２４ａの電圧Ｖｃｓａがより高い
電圧（ＶｃＨ）に変化すると、補助容量配線２４ｂの電圧Ｖｃｓｂはより低い電圧（Ｖｃ
Ｌ）に変化し、反対に、Ｖｃｓａがより低い電圧（ＶｃＬ）に変化すると、Ｖｃｓｂはよ
り高い電圧（ＶｃＨ）に変化する。なお、ＶｃＨとＶｃＬとの差は図９を参照して説明し
た２×Ｖａｄに対応している。
【００９２】
　第１補助容量配線２４ａの電圧ＶｃｓａがＶｃＬであり、第２補助容量配線２４ｂの電
圧ＶｃｓｂがＶｃＨである時刻において、走査線１２の電圧ＶｇはＶｇＬからＶｇＨに変
化する。走査線１２の電圧ＶｇがＶｇＨに変化したことに伴い、第１垂直走査期間が開始
するとともに、第１、第２副画素電極１８ａ、１８ｂへの充電が行われる。走査線１２の
電圧ＶｇがＶｇＨである間、信号線１４の電圧Ｖｓは対向電極１７の電圧Ｖｃよりも高い
ため、充電の結果、第１副画素電極１８ａおよび第２副画素電極１８ｂの電圧は対向電極
１７の電圧Ｖｃよりも高くなる。その後、走査線１２の電圧ＶｇがＶｇＨから再びＶｇＬ
に戻ると、第１、第２副画素電極１８ａ、１８ｂへの充電は終了する。
【００９３】
　その後、第１補助容量配線２４ａの電圧ＶｃｓａがＶｃＨに増加し、第２補助容量配線
２４ｂの電圧ＶｃｓｂがＶｃＬに減少する。ここでは、第１補助容量配線２４ａの電圧Ｖ
ｃｓａが増加、および、第２補助容量配線２４ｂの電圧Ｖｃｓｂが減少するときが第１表
示期間ＡＨの開始である。第１表示期間ＡＨにおいて、第１、第２補助容量配線２４ａ、
２４ｂの電圧Ｖｃｓａ、Ｖｃｓｂは１０Ｈごとに増加または減少して２０Ｈを１周期とし
て周期的に変化する。第１表示期間ＡＨが終了すると、第１調整期間ＢＨが開始する。第
１調整期間ＢＨにおいて、第１、第２補助容量配線２４ａ、２４ｂの電圧Ｖｃｓａ、Ｖｃ
ｓｂは１８Ｈで増加または減少する。第１、第２補助容量配線２４ａ、２４ｂの電圧Ｖｃ
ｓａ、Ｖｃｓｂの変化に応じて第１、第２副画素電極１８ａ、１８ｂの電圧が変化するた
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め、第１垂直走査期間において第１副画素１０ａの液晶層１３ａに印加される実効電圧の
絶対値は第２副画素１０ｂの液晶層１３ｂに印加される実効電圧の絶対値よりも大きくな
り、第１副画素１０ａは第２副画素１０ｂよりも明るくなる。
【００９４】
　第１調整期間ＢＨにおいて第１補助容量配線２４ａの電圧ＶｃｓａがＶｃＨであり、第
２補助容量配線２４ｂの電圧ＶｃｓｂがＶｃＬである時刻に、走査線１２の電圧Ｖｇは、
ＶｇＬからＶｇＨに変化する。走査線１２の電圧ＶｇがＶｇＨに変化したことに伴い、第
１垂直走査期間が終了して第２垂直走査期間が開始するとともに、第１、第２副画素電極
１８ａ、１８ｂへの充電が行われる。走査線１２の電圧ＶｇがＶｇＨである間、信号線１
４の電圧Ｖｓが対向電極１７の電圧Ｖｃよりも高いため、充電の結果、第１副画素電極１
８ａおよび第２副画素電極１８ｂの電圧は対向電極１７の電圧Ｖｃよりも高くなる。その
後、走査線１２の電圧ＶｇがＶｇＨから再びＶｇＬに戻ると、第１、第２副画素電極１８
ａ、１８ｂへの充電は終了する。
【００９５】
　その後、第１補助容量配線２４ａの電圧ＶｃｓａがＶｃＬに減少し、第２補助容量配線
２４ｂの電圧ＶｃｓｂがＶｃＨに増加する。第１補助容量配線２４ａの電圧Ｖｃｓａが減
少、および、第２補助容量配線２４ｂの電圧Ｖｃｓｂが増加するとき、第１調整期間が終
了し、第２表示期間ＡＨが開始する。第２表示期間ＡＨにおいても、第１、第２補助容量
配線２４ａ、２４ｂの電圧Ｖｃｓａ、Ｖｃｓｂは１０Ｈごとに増加または減少して２０Ｈ
を１周期として周期的に変化し、第２調整期間ＢＨでは、第１、第２補助容量配線２４ａ
、２４ｂの電圧Ｖｃｓａ、Ｖｃｓｂは１３Ｈで増加または減少する。第１、第２補助容量
配線２４ａ、２４ｂの電圧Ｖｃｓａ、Ｖｃｓｂの変化に応じて第１、第２副画素電極１８
ａ、１８ｂの電圧が変化するため、第２垂直走査期間において第２副画素１０ｂの液晶層
１３ｂに印加される実効電圧の絶対値は第１副画素１０ａの液晶層１３ａに印加される実
効電圧の絶対値よりも大きくなり、第２副画素１０ｂは第１副画素１０ａよりも明るくな
る。
【００９６】
　次いで、第２調整期間ＢＨにおいて第１補助容量配線２４ａの電圧ＶｃｓａがＶｃＨで
あり、第２補助容量配線２４ｂの電圧ＶｃｓｂがＶｃＬである時刻に、走査線１２の電圧
Ｖｇは、ＶｇＬからＶｇＨに変化する。走査線１２の電圧ＶｇがＶｇＨに変化したことに
伴い、第２垂直走査期間が終了して第３垂直走査期間が開始するとともに、第１、第２副
画素電極１８ａ、１８ｂへの充電が行われる。走査線１２の電圧ＶｇがＶｇＨである間、
信号線１４の電圧Ｖｓが対向電極１７の電圧Ｖｃよりも低いため、充電の結果、第１副画
素電極１８ａおよび第２副画素電極１８ｂの電圧は対向電極１７の電圧Ｖｃよりも低くな
る。その後、走査線１２の電圧ＶｇがＶｇＨから再びＶｇＬに戻ると、第１、第２副画素
電極１８ａ、１８ｂへの充電は終了する。
【００９７】
　その後、第１補助容量配線２４ａの電圧ＶｃｓａがＶｃＬに減少し、第２補助容量配線
２４ｂの電圧ＶｃｓｂがＶｃＨに増加する。第１補助容量配線２４ａの電圧Ｖｃｓａが減
少、および、第２補助容量配線２４ｂの電圧Ｖｃｓｂが増加するとき、第２調整期間ＢＨ
が終了し、第３表示期間ＡＨが開始する。第３表示期間ＡＨにおいて、第１、第２補助容
量配線２４ａ、２４ｂの電圧Ｖｃｓａ、Ｖｃｓｂは１０Ｈごとに増加または減少して２０
Ｈを１周期として周期的に変化し、第３調整期間ＢＨでは、第１、第２補助容量配線２４
ａ、２４ｂの電圧Ｖｃｓａ、Ｖｃｓｂは１８Ｈで増加または減少する。第１、第２補助容
量配線２４ａ、２４ｂの電圧Ｖｃｓａ、Ｖｃｓｂの変化に応じて第１、第２副画素電極１
８ａ、１８ｂの電圧が変化するため、第３垂直走査期間において第１副画素１０ａの液晶
層１３ａに印加される実効電圧の絶対値は第２副画素１０ｂの液晶層１３ｂに印加される
実効電圧の絶対値よりも大きくなり、第１副画素１０ａは第２副画素１０ｂよりも明るく
なる。
【００９８】
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　次いで、第３調整期間ＢＨにおいて第１補助容量配線２４ａの電圧ＶｃｓａがＶｃＬで
あり、第２補助容量配線２４ｂの電圧ＶｃｓｂがＶｃＨである時刻に、走査線１２の電圧
Ｖｇは、ＶｇＬからＶｇＨに変化する。走査線１２の電圧ＶｇがＶｇＨに変化したことに
伴い、第３垂直走査期間が終了して第４垂直走査期間が開始するとともに、第１、第２副
画素電極１８ａ、１８ｂへの充電が行われる。走査線１２の電圧ＶｇがＶｇＨである間、
信号線１４の電圧Ｖｓが対向電極１７の電圧Ｖｃよりも低いため、充電の結果、第１副画
素電極１８ａおよび第２副画素電極１８ｂの電圧は対向電極１７の電圧Ｖｃよりも低くな
る。その後、走査線１２の電圧ＶｇがＶｇＨから再びＶｇＬに戻ると、第１、第２副画素
電極１８ａ、１８ｂへの充電は終了する。
【００９９】
　その後、第１補助容量配線２４ａの電圧ＶｃｓａがＶｃＨに増加し、第２補助容量配線
２４ｂの電圧ＶｃｓｂがＶｃＬに減少する。第１補助容量配線２４ａの電圧Ｖｃｓａが増
加、および、第２補助容量配線２４ｂの電圧Ｖｃｓｂが減少するとき、第３調整期間ＢＨ
が終了し、第４表示期間ＡＨが開始する。第４表示期間ＡＨにおいて、第１、第２補助容
量配線２４ａ、２４ｂの電圧Ｖｃｓａ、Ｖｃｓｂは１０Ｈごとに増加または減少して２０
Ｈを１周期として周期的に変化し、第４調整期間ＢＨでは、第１、第２補助容量配線２４
ａ、２４ｂの電圧Ｖｃｓａ、Ｖｃｓｂは１３Ｈで増加または減少する。第１、第２補助容
量配線２４ａ、２４ｂの電圧Ｖｃｓａ、Ｖｃｓｂの変化に応じて第１、第２副画素電極１
８ａ、１８ｂの電圧が変化するため、第４垂直走査期間において第２副画素１０ｂの液晶
層１３ｂに印加される実効電圧の絶対値は第１副画素１０ａの液晶層１３ａに印加される
実効電圧の絶対値よりも大きくなり、第２副画素１０ｂは第１副画素１０ａよりも明るく
なる。第５垂直走査期間以降、各電圧は、図１２に示した第１～第４垂直走査期間と同様
に変化する。
【０１００】
　以上のように、第１副画素の（明暗、極性）は、（明、＋）、（暗、＋）、（明、－）
、（暗、－）と順番に変化し、また、第２副画素の（明暗、極性）は、（暗、＋）、（明
、＋）、（暗、－）、（明、－）の順番に変化し、第１および第２副画素の明暗および極
性は、図６（ａ）に示したように変化する。このようにして、第１、第２補助容量配線の
電圧Ｖｃｓａ、Ｖｃｓｂを変化させることにより、γ特性の視野角依存性を向上させた液
晶表示装置において表示品位の低下を抑制することができる。
【０１０１】
　なお、ここまで説明してきたように、本実施形態の液晶表示装置では、画素電極と対向
電極との電位の大小関係が一定時間毎に反転し、液晶層に印加される電界の向きが一定時
間毎に反転するように設定している。この場合、対向電極と画素電極とを異なる基板に設
けた典型的な液晶表示装置では、液晶層に印加される電界の向きは光源側から観測者側、
観測者側から光源側へと反転する。以上のように、電圧が交流電圧となるように設定する
ことは「交流駆動法」と呼ばれる。本実施形態の液晶表示装置では、液晶層に印加される
電界の向きの反転の周期は、２フレーム期間（例えば３３．３３３ｍｓ）の２倍（例えば
６６．６６７ｍｓ）である。すなわち、本実施形態の液晶表示装置では表示する２枚のフ
レーム画像毎に液晶層に印加される電界の向きが反転することになる。従って、静止画を
表示する場合、各々の電界の向きで電界強度（印加電圧）を正確に一致してなければ、す
なわち、電界の向きが変わるたび毎に電界強度が変化してしまうと、電界強度の変化に伴
って画素の輝度が変化してしまい、表示がちらつくといった問題が発生する。
【０１０２】
　このちらつきを防止するためには、各々の電界の向きの電界強度（印加電圧）を正確に
一致させる必要がある。しかしながら、工業的に生産される液晶表示装置においては、各
々の電界の向きについて電界強度を正確に一致させることは困難であるため、表示領域内
に互いに異なる電界の向きを有する画素を隣接して配置して、画素の輝度を空間的に平均
化する効果を利用することにより、ちらつきを低減している。この方法は、一般的には、
「ドット反転」あるいは「ライン反転」と呼ばれている。なお、これらの「反転駆動」に
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は、反転する画素周期が１画素単位での市松模様状の反転（１行毎および１列毎の極性反
転）のもの（１ドット反転）、あるいは１ライン状の反転（１行毎の反転）のもの（１ラ
イン反転）だけでなく、２行毎および１列毎の極性反転（２行１列ドット反転）等様々な
形態があり、必要に応じて適宜設定される。
【０１０３】
　以上から、ちらつきを防止するためには、以下に示す３つの条件を満たすことが好まし
い。
【０１０４】
　第１の条件は、各々の電界の向き(各々の印加電圧の極性)において液晶層に印加される
実効電圧の絶対値をできるだけ一致させることである。すなわち、上述した信頼性上の問
題の場合と同様に液晶層に印加される電圧の平均値をできるだけゼロに近づけることであ
る。
【０１０５】
　第２の条件は、各フレーム期間において、液晶層に印加される電界の向きの異なる画素
を隣接して配置することである。
【０１０６】
　第３の条件は、同じフレーム内において、他方の副画素よりも明るい副画素を可能な限
りランダムに配置することである。表示上最も好ましいのは、他方の副画素よりも明るい
副画素が互いに列方向、および行方向に隣接しないように配置すること、言い換えれば、
他方の副画素よりも明るい副画素を市松状に配置することである。
【０１０７】
　以下に、本実施形態の液晶表示装置が上記３つの条件を満たすことを説明する。具体的
に３つの条件を満たすことを説明するのに先だち、図１３および図１４を参照して、本実
施形態の液晶表示装置１００が、上記条件を満たす１ドット反転駆動に適した画素配列を
有していることを説明する。
【０１０８】
　図１３に、液晶表示装置１００の等価回路を示す。図１３において、各画素は、図７お
よび図８に示した構造を有している。画素はマトリクス状に配置されており、以下の説明
において、第ｎ行第ｍ列の画素を画素ｎ－ｍと示し、画素ｎ－ｍに含まれる２つの副画素
を副画素ｎ－ｍ－Ａ、ｎ－ｍ－Ｂと示す。
【０１０９】
　液晶表示装置１００には１０本の補助容量幹線ＣＳ１～ＣＳ１０が設けられており、各
副画素は、補助容量配線（ＣＳバスライン）を介して補助容量幹線ＣＳ１～ＣＳ１０のい
ずれか１つに接続されている。例えば、補助容量幹線ＣＳ２は、第１画素行の副画素１－
ａ－Ｂ，１－ｂ－Ｂ，１－ｃ－Ｂ・・・と第２画素行の副画素２－ａ－Ａ，２－ｂ－Ａ，
２－ｃ－Ａ・・・と接続されており、ある副画素は、その副画素に隣接する別の画素に含
まれる副画素と同じ補助容量配線を介して同じ補助容量幹線に接続されている。
【０１１０】
　ここで、走査線Ｇ１および信号線Ｓａによって特定される画素１－ａに含まれる第１、
第２副画素１－ａ－Ａ、１－ａ－Ｂの構成を説明する。第１、第２副画素１－ａ－Ａ、１
－ａ－Ｂは、液晶容量ＣＬＣ１－ａ－ＡおよびＣＬＣ１－ａ－Ｂと、補助容量ＣＣＳ１－
ａ－ＡおよびＣＣＳ１－ａ－Ｂを有している。液晶容量は、副画素電極と対向電極Ｃｏｍ
ＬＣとこれらの間に設けられた液晶層とによって構成されており、補助容量は、補助容量
電極と、絶縁膜と、補助容量対向電極（ＣｏｍＣＳ１、ＣｏｍＣＳ２）とで構成されてい
る。
【０１１１】
　第１、第２副画素１－ａ－Ａ、１－ａ－Ｂは、それぞれ対応するＴＦＴ１－ａ－Ａおよ
びＴＦＴ１－ａ－Ｂを介して共通の信号線Ｓａに接続されている。ＴＦＴ１－ａ－Ａおよ
びＴＦＴ１－ａ－Ｂは、共通の走査線Ｇ１に供給される電圧によってオン／オフ制御され
、２つのＴＦＴがオン状態にあるときに、第１、第２副画素１－ａ－Ａ、１－ａ－Ｂのそ
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れぞれが有する副画素電極および補助容量電極に、共通の信号線Ｓａから電圧が供給され
る。副画素１－ａ－Ａの補助容量対向電極は補助容量配線（ＣＳバスライン）ＣＳ１を介
して補助容量幹線ＣＳ１に接続されており、副画素１－ａ－Ｂの補助容量対向電極は補助
容量配線（ＣＳバスライン）ＣＳ２を介して補助容量幹線ＣＳ２に接続されている。以上
のように、図１３に示した構成は、一本の補助容量配線、または一本の走査線を２つの副
画素で共有する構成であり、画素の開口率を高くできる利点を有している。
【０１１２】
　図１４に、あるフレームの有効走査期間内に変化した副画素の明暗および極性を示す。
図１４には、第１～１２行および第ａ～ｆ列の画素を示している。図１５に、図１３に示
した構成を有する液晶表示装置を駆動するための各種電圧（信号）の波形を示す。図１５
において、Ｖｓａは信号線Ｓａの電圧を示し、Ｖｓｂは信号線Ｓｂの電圧を示し、Ｖｇ１
～Ｖｇ１２は走査線Ｇ１～Ｇ１２の電圧を示し、Ｖｃｓ１～Ｖｃｓ１０は補助容量幹線Ｃ
Ｓ１～ＣＳ１０の電圧を示し、ＶＬｓｐ１－ａ－Ａ～ＶＬｓｐ２－ｂ－Ｂは対応する副画
素の液晶層に印加される実効電圧を示している。なお、図１５に示されているのは、１つ
の垂直走査期間内の電圧波形である。
【０１１３】
　図１３の構成を有する液晶表示装置は、図１５に示した波形を有する電圧で駆動される
。以下の説明では、説明が過度に複雑になるのを避けるために、全ての画素が同じ中間調
を表示すると仮定する。全ての画素が同じ中間調を表示する場合、図１５に示すように信
号線Ｓａの電圧Ｖｓａおよび信号線Ｓｂの電圧Ｖｓｂはそれぞれ、一定周期および一定振
幅で振動する。電圧Ｖｓａ、Ｖｓｂの振動の周期は２水平走査期間（２Ｈ）である。信号
線Ｓｂの電圧Ｖｓｂは、信号線Ｓａの電圧Ｖｓａと位相が１８０度異なるように変化する
。図１５には、電圧Ｖｓａ、Ｖｓｂが対向電極の電圧よりも高い期間を「＋」、低い期間
を「－」と示している。図９を参照して上述したように、ＴＦＴを用いた液晶表示装置で
は、信号線の電圧がＴＦＴを介して副画素電極に伝達された後、走査線の電圧Ｖｇの変化
の影響を受けて変化する引き込み現象が発生する。対向電極の電圧は、引き込み現象を考
慮して設定される。また、図１５には示していないが、信号線Ｓｃ、Ｓｅの電圧は信号線
Ｓａの電圧Ｖｓａと同様に変化し、信号線Ｓｄ、Ｓｆの電圧は信号線Ｓｂの電圧Ｖｓｂと
同様に変化する。なお、上述したように、ある走査線の電圧Ｖｇがローレベル（ＶｇＬ）
からハイレベル（ＶｇＨ）に切替わる時刻から、その次の走査線の電圧ＶｇがＶｇＬから
ＶｇＨに切替わる時刻までの期間が１水平走査期間（１Ｈ）である。
【０１１４】
　図１５に示すように、補助容量幹線ＣＳ１～ＣＳ１０の電圧Ｖｃｓ１～Ｖｃｓ１０は、
同一の振幅および周期で振幅している。ここでは、振幅の周期は２０Ｈである。電圧Ｖｃ
ｓ１とＶｃｓ２とでは、一方の電圧がＶｃＨに変化すると他方の電圧がＶｃＬに変化し、
一方の電圧がＶｃＬに変化すると他方の電圧がＶｃＨに変化する関係になっている。電圧
Ｖｃｓ３とＶｃｓ４、電圧Ｖｃｓ５とＶｃｓ６、電圧Ｖｃｓ７とＶｃｓ８、電圧Ｖｃｓ９
とＶｃｓ１０も、電圧Ｖｃｓ１とＶｃｓ２と同様の関係を有している。また、電圧Ｖｃｓ
３、Ｖｃｓ４は、電圧Ｖｃｓ１、Ｖｃｓ２において変化が生じたときよりも２Ｈだけ後に
変化し、以下、電圧Ｖｃｓ５およびＶｃｓ６、電圧Ｖｃｓ７およびＶｃｓ８、電圧Ｖｃｓ
９およびＶｃｓ１０と２Ｈずつずれて変化する。
【０１１５】
　走査線の電圧ＶｇがＶｇＬからＶｇＨに変化すると、この走査線に接続されているＴＦ
Ｔがオン状態となり、このＴＦＴに接続されている副画素に、対応する走査線の電圧Ｖｓ
が供給される。次いで、走査線の電圧がＶｇＬに変化した後、補助容量幹線の電圧が変化
し、かつ、この補助容量幹線の電圧の変化量（変化方向、変化量の符号を含む）が副画素
に対して互いに異なっているので、副画素の液晶層に印加される実効電圧が異なる。
【０１１６】
　ここで、例示として、副画素１－ａ－Ａおよび副画素１－ａ－Ｂの各電圧の変化を説明
する。走査線Ｇ１の電圧Ｖｇ１がＶｇＬからＶｇＨに変化すると、副画素１－ａ－Ａ、１
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－ａ－Ｂの液晶容量ＣＬＣ１－ａ－Ａ、ＣＬＣ１－ａ－Ｂに充電が行われる。走査線Ｇ１
の電圧Ｖｇ１がＶｇＨであるとき、信号線Ｓａの電圧Ｖｓａは＋であり、副画素１－ａ－
Ａ、１－ａ－Ｂの液晶容量ＣＬＣ１－ａ－Ａ、ＣＬＣ１－ａ－Ｂは対向電極よりも高い電
位に充電される。その後、走査線Ｇ１の電圧Ｖｇ１がＶｇＨからＶｇＬに変化すると、副
画素１－ａ－Ａ、１－ａ－Ｂの液晶容量ＣＬＣ１－ａ－Ａ、ＣＬＣ１－ａ－Ｂは信号線Ｓ
ａと電気的に絶縁され、液晶容量ＣＬＣ１－ａ－Ａ、ＣＬＣ１－ａ－Ｂの充電は終了する
。走査線Ｇ１の電圧Ｖｇ１がＶｇＨからＶｇＬに変化した後、補助容量幹線ＣＳ１の電圧
Ｖｃｓ１の最初の変化は増加であり、補助容量幹線ＣＳ２の電圧Ｖｃｓ２の最初の変化は
減少であり、その後、電圧Ｖｃｓ１、Ｖｃｓ２は、それぞれの１０Ｈごとに増加および減
少を繰り返す。したがって、走査線Ｇ１および信号線Ｓａによって特定される画素１－ａ
のうちの補助容量幹線ＣＳ１に電気的に接続された副画素１－ａ－Ａの液晶層に印加され
た実効電圧の絶対値は，補助容量幹線ＣＳ２に電気的に接続された副画素１－ａ－Ｂの液
晶層に印加された実効電圧の絶対値よりも大きくなる。
【０１１７】
　このように、各副画素の液晶層に印加される実効電圧は、対応する走査線の電圧がＶｇ
ＨからＶｇＬに変化した後、対応する補助容量幹線の最初の電圧変化が増加である場合に
は、対応する走査線の電圧がＶｇＨの時の対応する信号線の電圧よりも増加し、対応する
補助容量幹線の最初の電圧変化が低下である場合には、対応する走査線の電圧がＶｇＨの
時の対応する信号線の電圧よりも低下する。その結果、対応する走査線が選択されたとき
の信号線の電圧に付した記号が＋である場合には、補助容量幹線の上記電圧変化が増加方
向であると、液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、上記電圧変化が減少方向の場合よ
りも大きくなる。また、対応する走査線が選択されたときの信号線の電圧に付した記号が
－である場合には、補助容量幹線の上記電圧変化が増加方向であると、液晶層に印加され
る実効電圧の絶対値は、上記電圧変化が減少方向の場合よりも小さくなる。
【０１１８】
　上述したように、図１４には、あるフレームの有効走査期間内に変化した副画素の明暗
および極性を示している。図１４において、記号「明」は、副画素が他方の副画素よりも
明るいこと、すなわち、副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値が他方よりも大き
いことを示しており、記号「暗」は、副画素が他方の副画素よりも暗いこと、すなわち、
副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値が他方よりも小さいことを示している。ま
た、図１４において、記号「＋」は、副画素電極の電圧が対向電極の電圧よりも高いこと
を示し、記号「－」は、副画素電極の電圧が対向電極の電圧よりも低いことを示している
。なお、１つの画素に含まれる２つの副画素は、行番号のより小さい画素と行番号のより
大きい画素とに隣接しているが、１つの画素に含まれる２つの副画素のうち、より行番号
の小さい画素と隣接する副画素を「Ａ」と示し、より行番号の大きい画素と隣接する副画
素を「Ｂ」と示している。
【０１１９】
　次いで、図１４および図１５を参照して、各副画素の明暗および極性を説明する。
【０１２０】
　まず、画素１－ａに含まれる副画素１－ａ－Ａおよび副画素１－ａ－Ｂの明暗および極
性を説明する。図１５から理解されるように、走査線Ｇ１の電圧Ｖｇ１がＶｇＨである期
間、信号線Ｓａの電圧Ｖｓａは対向電極の電圧よりも高い。したがって、副画素１－ａ－
Ａおよび副画素１－ａ－Ｂの極性は＋である。また、走査線Ｇ１の電圧Ｖｇ１がＶｇＨか
らＶｇＬに変化したときの、それぞれの副画素に対応する補助容量幹線ＣＳ１、ＣＳ２の
電圧Ｖｃｓ１、Ｖｃｓ２は、図１５に矢印（左から１番目の矢印）で示した位置の状態に
ある。従って、図１５から理解されるように、走査線Ｇ１の電圧Ｖｇ１がＶｇＨからＶｇ
Ｌに変化した後、副画素１－ａ－Ａの電圧Ｖｃｓ１の最初の変化は増加であり（これを「
Ｕ」として示している。）、副画素１－ａ－Ｂの補助容量幹線ＣＳ２の電圧Ｖｃｓ２の最
初の変化は減少である（これを「Ｄ」として示している。）ので、副画素１－ａ－Ａの実
効電圧は増加し、副画素１－ａ－Ｂの実効電圧は減少し、副画素１－ａ－Ａは副画素１－
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ａ－Ｂよりも明るくなる。
【０１２１】
　次いで、画素２－ａに含まれる副画素２－ａ－Ａおよび２－ａ－Ｂの明暗および極性を
説明する。図１５に示すように、走査線Ｇ２の電圧Ｖｇ２がＶｇＨとなる期間、信号線Ｓ
ａの電圧Ｖｓａは対向電極の電圧よりも低い。したがって、副画素２－ａ－Ａおよび２－
ａ－Ｂの極性は－である。また、走査線Ｇ２の電圧Ｖｇ２がＶｇＨからＶｇＬに変化した
後、それぞれの副画素２－ａ－Ａおよび２－ａ－Ｂに対応する補助容量幹線ＣＳ２、ＣＳ
３の電圧Ｖｃｓ２、Ｖｃｓ３は、図１５に矢印（左から２番目の矢印）で示した位置の状
態にある。従って、図１５から理解されるように、走査線Ｇ１の電圧Ｖｇ１がＶｇＨから
ＶｇＬに変化した後、副画素２－ａ－Ａの補助容量幹線ＣＳ２の電圧Ｖｃｓ２の最初の電
圧変化は、減少（「Ｄ」）であり、副画素２－ａ－Ｂの補助容量幹線ＣＳ３の電圧Ｖｃｓ
３の最初の電圧変化は、増加（「Ｕ」）である。従って、副画素２－ａ－Ａの実効電圧の
絶対値は増加し、副画素２－ａ－Ｂの実効電圧の絶対値は減少し、副画素２－ａ－Ａは副
画素２－ａ－Ｂよりも明るくなる。
【０１２２】
　次いで、画素１－ｂに含まれる副画素１－ｂ－Ａおよび副画素１－ｂ－Ｂの明暗および
極性を説明する。走査線Ｇ１の電圧Ｖｇ１がＶｇＨであるとき、信号線Ｓｂの電圧Ｖｓｂ
は対向電極の電圧よりも低い。したがって、副画素１－ｂ－Ａおよび副画素１－ｂ－Ｂの
極性は－である。また、走査線Ｇ１の電圧Ｖｇ１がＶｇＨからＶｇＬに変化したとき、そ
れぞれの副画素１－ｂ－Ａ、副画素１－ｂ－Ｂに対応する補助容量幹線ＣＳ１、ＣＳ２の
電圧Ｖｃｓ１、Ｖｃｓ２は、図１５に矢印（左から１番目の矢印）で示した位置の状態に
ある。従って、図１５から理解されるように、走査線Ｇ１の電圧Ｖｇ１がＶｇＨからＶｇ
Ｌに変化した後、副画素１－ｂ－Ａの補助容量幹線の電圧の最初の電圧変化は、増加（「
Ｕ」）であり、副画素１－ｂ－Ｂの補助容量幹線ＣＳ２の電圧Ｖｃｓ２の最初の電圧変化
は、減少（「Ｄ」）である。従って、副画素１－ｂ－Ａの液晶層に印加される実効電圧の
絶対値は減少し、副画素１－ｂ－Ｂの実効電圧の絶対値は増加し、副画素１－ｂ－Ｂは副
画素１－ｂ－Ａよりも明るくなる。
【０１２３】
　次いで、画素２－ｂに含まれる副画素２－ｂ－Ａおよび２－ｂ－Ｂの明暗および極性を
説明する。図１５に示すように、走査線Ｇ２の電圧Ｖｇ２がＶｇＨとなる期間、信号線Ｓ
ｂの電圧Ｖｓｂは対向電極の電圧よりも高い。したがって、副画素２－ｂ－Ａおよび２－
ｂ－Ｂの極性は＋である。また、走査線Ｇ２の電圧Ｖｇ２がＶｇＨからＶｇＬに変化した
後、それぞれの副画素２－ｂ－Ａおよび２－ｂ－Ｂに対応する補助容量幹線ＣＳ２、ＣＳ
３の電圧Ｖｃｓ２、Ｖｃｓ３は、図１５に矢印（左から２番目の矢印）で示した位置の状
態にある。従って、図１５から理解されるように、走査線Ｇ１の電圧Ｖｇ１がＶｇＨから
ＶｇＬに変化した後、副画素２－ｂ－Ａの補助容量幹線ＣＳ２の電圧Ｖｃｓ２の最初の電
圧変化は、減少（「Ｄ」）であり、副画素２－ｂ－Ｂの補助容量幹線ＣＳ３の電圧Ｖｃｓ
３の最初の電圧変化は、増加（「Ｕ」）である。従って、副画素２－ｂ－Ａの実効電圧は
減少し、副画素２－ｂ－Ｂの実効電圧は増加し、副画素２－ｂ－Ｂは副画素２－ｂ－Ａよ
りも明るくなる。以上から、各副画素の明暗および極性は、図１４に示したようになる。
【０１２４】
　以下、本実施形態の液晶表示装置が上述した３つの条件を満たすことを説明する。まず
、本実施形態の液晶表示装置が第１の条件を満足することを説明する。
【０１２５】
　まず、第１の条件を満足すること、すなわち、各々の電界の向きにおいて各副画素の液
晶層に印加される実効電圧の絶対値が一致することを説明する。ここで、本実施形態の液
晶表示装置においては、各画素が液晶層への実効電圧の異なる副画素を有しているが、表
示のちらつきといった表示品位に支配的な影響を与えるのは明るい副画素、すなわち図１
４において「明」と示した副画素であるため、特に、記号「明」と示した副画素に対して
第１の条件が課せられることになる。
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【０１２６】
　第１の条件に関して、図１５に示した各電圧波形を参照しながら説明する。図１５には
電界の向き（極性）の異なる「明」の副画素１－a－Ａ、２－a－Ａの液晶層に印加される
電圧ＶＬｓｐ１－a－A、ＶＬｓｐ２－a－Ａを示している。図１５に示したＶＬｓｐ１－a
－A、ＶＬｓｐ２－a－Ａにおいて、実線は副画素１－a－Ａ、２－a－Ａの副画素電極の電
圧、破線は対向電極の電圧であり、液晶層に印加される実効電圧は実線と破線の電圧差と
なるため、対向電極の電圧を適宜設定することにより、各々の電界の向きにおいて液晶層
に印加される実効電圧（あるいは液晶容量に充電される電荷量）をできるだけ一致させる
ことにより、第１の条件を満足することができる。
【０１２７】
　次に、第２の条件を満足すること、すなわち、各フレーム期間において極性の異なる画
素が隣接して配置されていることを説明する。但し、本実施形態の液晶表示装置において
は、各画素が液晶層への実効電圧の異なる副画素を有しているので、画素について第２の
条件が課せられるのに加え、実効電圧の等しい副画素同士に対しても第２の条件が課せら
れる。とりわけ、上記第２の条件の場合と同様に、明るい副画素、すなわち図１４におい
て記号「明」と示した副画素に対して第２の条件を満たすことが重要となる。
【０１２８】
　図１４に示したように、各副画素の極性（電界の向き）を示す記号「＋」および「－」
は行方向（水平方向）には、例えば（＋、－）、（＋、－）、（＋、－）と２画素（２列
）周期で反転しており、列方向（垂直方向に）にも、例えば、（＋、－）、（＋、－）、
（＋、－）、（＋、－）と２画素（２行）周期で反転している。すなわち、画素単位でみ
るとドット反転と呼ばれる状態を呈しており、第２の条件を満足している。
【０１２９】
　次に、明るい副画素、すなわち図１４において記号「明」で示した副画素について確認
する。図１４に示したように、同一行の副画素、例えば第１行の副画素１－ａ－Ａ、１－
ｂ－Ａ、１－ｃ－Ａ・・・を見ると記号「明」で示した副画素の極性はすべて「＋」であ
るが、同一列の副画素、例えば第１列の副画素１－ａ－Ａ、１－ａ－Ｂ、２－ａ－Ａ、２
－ａ－Ｂ、３－ａ－Ａ、３－ａ－Ｂ、・・・を見ると、記号「明」で示した副画素の極性
は「＋」、「－」、「＋」、「－」と２画素（２行）周期で反転している。すなわち、と
りわけ重要な輝度順位の高い副画素単位でみるとライン反転と呼ばれる状態を呈しており
、第２の条件を満たしている。また、記号「暗」で示した副画素も同様の規則性をもって
配置されており、第２の条件を満足している。
【０１３０】
　次に、第３の条件を満たすことを説明する。第３の条件は、積極的に輝度を異ならせた
副画素の内で輝度順位が同じ副画素ができるだけ互いに隣接しないように配置することで
ある。図１４において、２つの行および２つ列の合計４個の副画素（例えば、副画素１－
ａ－Ａ、１－ａ－Ｂ、１－ｂ－Ａ、１－ｂ－Ｂ）を見ると、列方向に「明」、「暗」、次
の行の列方向に「暗」、「明」と配置されており、この４個の副画素を１つの副画素群と
よぶとすると、複数の副画素は、上記副画素群が全面に敷き詰められるように配置されて
いる。すなわち、図１４に示すように、「明」および「暗」の記号が副画素単位で市松模
様状に配置されており、第３の条件を満たしていることがわかる。
【０１３１】
　このように、図１４および図１５を参照しながら説明した本実施形態の液晶表示装置は
、上述した３つの条件を全て満足するので、ちらつきを防止した高品位の表示を実現する
ことができる。
【０１３２】
　なお、図１４および図１５を参照して、あるフレームの有効走査期間内に変化した副画
素の明暗および極性ならびに電圧波形を示したが、次のフレームでは、各走査線の電圧に
対して、信号線の電圧は、それぞれ、図１５に示した波形と同様に変化するが、補助容量
幹線の電圧は、それぞれ、図１５に示した波形とは反転するように変化する。このため、
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このフレームでは、図１４に示した各副画素と比較して、各副画素の極性は変化すること
なく、各副画素の明暗が反転する。
【０１３３】
　さらに次のフレームでは、走査線の電圧に対して、信号線の電圧は、それぞれ、図１５
に示した波形とは反転するように変化するとともに、補助容量幹線の電圧は、それぞれ、
図１５に示した波形とは反転するように変化する。このため、このフレームでは、図１４
に示した各副画素と比較して、各副画素の明暗は変化することなく、各副画素の極性が反
転する。
【０１３４】
　さらに次のフレームでは、走査線の電圧に対して、信号線の電圧は、それぞれ、図１５
に示した波形とは反転するように変化するが、補助容量幹線の電圧は、それぞれ、図１５
に示した波形と同様に変化する。このため、このフレームでは、図１４に示した各副画素
と比較して、各副画素の明暗および極性が反転する。
【０１３５】
　次いで、図１６を参照して、本実施形態の液晶表示装置における複数の画素についての
電圧の変化を説明する。図１６において、Ｖｃｓ１～Ｖｃｓ６は補助容量幹線ＣＳ１～Ｃ
Ｓ６の電圧を示し、Ｖｇ１～Ｖｇ３は走査線Ｇ１～Ｇ３の電圧を示し、ＶＬｓｐ１－ａ－
Ａ～ＶＬｓｐ３－ａ－Ｂは副画素１－ａ－Ａ～３－ａ－Ｂの液晶層に印加される実効電圧
を示す。なお、以下の説明において、連続する４つのフレームをフレームｎ、ｎ＋１、ｎ
＋２、ｎ＋３とする。
【０１３６】
　図１６には、また、入力映像信号の垂直走査期間を示している。入力映像信号の垂直走
査期間は、液晶パネル１００Ａ（図１参照）内の各画素が行毎に選択される有効走査期間
（Ｖ－Ｄｉｓｐ）と、液晶パネル１００Ａ内のいずれの画素も選択されない垂直帰線期間
（Ｖ－Ｂｌａｎｋ）とからなっており、有効走査期間は液晶パネル１００Ａの表示エリア
（有効な画素の行数）により決定される。
【０１３７】
　本明細書において、単に「垂直走査期間」という場合、「垂直走査期間」は「液晶パネ
ルの垂直走査期間」を意味しており、「垂直走査期間」（すなわち「液晶パネルの垂直走
査期間」）は、「入力映像信号の垂直走査期間」とは別の意味で用いている。「入力映像
信号の垂直走査期間」は、１フレームまたは１フィールドの期間であり、各画素に共通の
時刻で開始し、終了する期間を意味するが、「垂直走査期間」は、上述したように、表示
信号電圧を書き込むためにある走査線が選択されてから、次の表示信号電圧を書き込むた
めにその走査線が選択されるまでの期間を意味し、対応する走査線に応じて異なる時刻に
開始し、異なる時刻に終了する。
【０１３８】
　図１６では、画素の行に応じて「垂直走査期間」の開始時刻および終了時刻が異なるこ
とを斜めの線で示している。図１６から理解されるように、１つのフレーム内において、
走査線は第１行目から順番に選択されていき、走査線が選択されると、対応する副画素電
極の電圧が変化し、その副画素における垂直走査期間が開始される。上述したように、入
力映像信号の垂直走査期間は有効走査期間（Ｖ－Ｄｉｓｐ）と垂直帰線期間（Ｖ－Ｂｌａ
ｎｋ）とからなっているが、ある副画素の垂直走査期間は、フレームｎの有効走査期間の
途中から開始し、垂直帰線期間を経て、フレームｎ＋１の有効走査期間の途中まで続く。
次いで、対応する走査線が選択されると、当該副画素における次の垂直走査期間が開始す
る。なお、いずれの画素についても「垂直走査期間」の長さは「入力映像信号の垂直走査
期間」の長さと同じである。
【０１３９】
　図１６から理解されるように、フレームｎからｎ＋３において、副画素１－ａ－Ａの（
明暗、極性）は（明、＋）、（暗、＋）、（明、－）、（暗、－）と順番に変化し、副画
素１－ａ－Ｂの（明暗、極性）は（暗、＋）、（明、＋）、（暗、－）、（明、－）の順
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番に変化する。また、副画素２－ａ－Ａの（明暗、極性）は（明、－）、（暗、－）、（
明、＋）、（暗、＋）と順番に変化し、また、副画素２－ａ－Ｂの（明暗、極性）は、（
暗、－）、（明、－）、（暗、＋）、（明、＋）の順番に変化する。
【０１４０】
　図１７に、副画素１－ａ－Ａ、１－ａ－Ｂの明暗および極性ならびに副画素１－ａ－Ａ
、１－ａ－Ｂの垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化を示す。図１７に
示すように、フレームｎにおいて副画素１－ａ－Ａ、１－ａ－Ｂの極性は＋であり、かつ
、副画素１－ａ－Ａの垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「
↑」）で、副画素１－ａ－Ｂの垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は
減少（「↓」）である。また、フレームｎ＋１において副画素１－ａ－Ａ、１－ａ－Ｂの
極性は＋であり、かつ、副画素１－ａ－Ａの垂直走査期間における始めの補助容量配線の
電圧の変化は減少（「↓」）で、副画素１－ａ－Ｂの垂直走査期間における始めの補助容
量配線の電圧の変化は増加（「↑」）である。
【０１４１】
　フレームｎ＋２において副画素１－ａ－Ａ、１－ａ－Ｂの極性は－であり、かつ、副画
素１－ａ－Ａの垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）
で、副画素１－ａ－Ｂの垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（
「↑」）である。また、フレームｎ＋３において副画素１－ａ－Ａ、１－ａ－Ｂの極性は
－であり、かつ、副画素１－ａ－Ａの垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の
変化は増加（「↑」）で、副画素１－ａ－Ｂの垂直走査期間における始めの補助容量配線
の電圧の変化は減少（「↓」）である。
【０１４２】
　以上のように、副画素１－ａ－Ａの（極性、補助容量配線の始めの電圧変化）は、フレ
ームｎからｎ＋３にわたって（＋、↑）、（＋、↓）、（－、↓）、（－、↑）の順番に
変化し、異なる組み合わせが順番に現れる。一方、副画素１－ａ－Ｂの（極性、補助容量
配線の始めの電圧変化）は、フレームｎからｎ＋３にわたって（＋、↓）、（＋、↑）、
（－、↑）、（－、↓）の順番に変化し、副画素１－ａ－Ａと極性が等しく、補助容量配
線の電圧変化が異なる組み合わせが順番に現れる。
【０１４３】
　なお、上述した説明では、補助容量配線の電圧は表示期間において２０Ｈを１周期とし
て周期的に変化したが、本発明はこれに限定されない。補助容量配線の電圧は、図１８（
ａ）に示すように表示期間において１６Ｈを１周期として変化してもよい。この場合、例
えば、第１および第３調整期間ＢＨにおいて補助容量配線の電圧は１３Ｈごとに変化し、
第２および第４調整期間ＢＨにおいて補助容量配線の電圧は９Ｈごとに変化する。あるい
は、補助容量配線の電圧は、図１８（ｂ）に示すように、表示期間において２４Ｈを１周
期として変化してもよい。この場合、例えば、第１および第３調整期間ＢＨにおいて補助
容量配線の電圧は１５Ｈごとに変化し、第２および第４調整期間ＢＨにおいて補助容量配
線の電圧は２１Ｈごとに変化する。期間ＢＨの補助容量配線の電圧変化の時間はＶ－ｔｏ
ｔａｌの値によって適宜変更可能である。
【０１４４】
　また、上述した説明では、補助容量配線の電圧は調整期間において１周期変化したが、
本発明はこれに限定されない。補助容量配線の電圧は、図１９（ａ）に示すように各調整
期間において２Ｈを１周期として周期的に変化してもよいし、図１９（ｂ）に示すように
１Ｈを１周期として周期的に変化してもよい。あるいは、補助容量配線の電圧は、図１９
（ｃ）に示すように、調整期間においてＶｃＨとＶｃＬとの平均に維持されてもよい。
【０１４５】
　また、上述した説明では、１つのフレームに対応する１つの垂直走査期間に対して１つ
の調整期間が存在したが、本発明はこれに限定されない。図２０に示すように、２つのフ
レームに対応する２つの垂直走査期間に対して１つの調整期間が存在してもよい。図２０
では、各垂直走査期間は８１０Ｈであり、補助容量電圧Ｖｃｓ１～Ｖｃｓ３は表示期間に
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おいて２０Ｈを１周期として周期的に変化し、調整期間において５Ｈごとに変化する。こ
のように、２つの垂直走査期間（８１０Ｈ×２＝１６２０Ｈ）が表示期間における１周期
（２０Ｈ）の整数倍である場合、補助容量配線の電圧に調整期間として半周期の期間を設
けるとともに極性を２垂直走査期間ごとに反転することにより、図１７を参照して説明し
たように、第３垂直走査期間において始めの補助容量電圧の変化を第１垂直走査期間にお
ける始めの補助容量電圧の変化と異ならすことができ、それにより、図６（ａ）に示した
ように、副画素の明暗および極性を変化させることができる。
【０１４６】
　また、上述した説明では、各調整期間は、水平走査期間の偶数倍であったが、本発明は
これに限定されない。各調整期間は水平走査期間の奇数倍であってもよい。図２１に示す
ように、第１および第３調整期間が３７Ｈ、第２および第４調整期間が２７Ｈであっても
、水平走査期間の偶数倍である場合と同様に副画素の明暗および極性を反転することで、
表示のざらつきを抑制することができる。
【０１４７】
　また、上述した説明では、隣接する画素の２つの副画素に同じ補助容量配線が接続され
ていたが、本発明はこれに限定されない。隣接する画素の２つの副画素に対して異なる補
助容量配線を設けて、補助容量配線の電圧を個別に変化させてもよい。
【０１４８】
　図２２に、あるフレームの有効走査期間内に変化した副画素の明暗および極性を示す。
図２２には、第１～６行および第ａ～ｆ列の画素を示している。ここでも、液晶表示装置
１００には１０本の補助容量幹線ＣＳ１～ＣＳ１０が設けられており、図２２に示すよう
に、補助容量幹線ＣＳ１は、第１画素行の副画素１－ａ－Ａ，１－ｂ－Ａ，１－ｃ－Ａ・
・・、第６画素行の副画素６－ａ－A，６－ｂ－A，６－ｃ－A・・・に接続されており、
補助容量幹線ＣＳ２は、第１画素行の副画素１－ａ－Ｂ，１－ｂ－Ｂ，１－ｃ－Ｂ・・・
、第６画素行の副画素６－ａ－Ｂ，６－ｂ－Ｂ，６－ｃ－Ｂ・・・に接続されている。ま
た、補助容量幹線ＣＳ３は、第２画素行の副画素２－ａ－Ａ，２－ｂ－Ａ，２－ｃ－Ａに
接続されている。このように、図２２に示した構成を有する液晶表示装置１００では、あ
る副画素と、その副画素に隣接する別の画素に含まれる副画素とは、それぞれ異なる補助
容量幹線に接続されており、２つの副画素は電気的に独立している。
【０１４９】
　図２３に、図２２に示した構成を有する液晶表示装置１００の等価回路を示し、図２４
に、この液晶表示装置を駆動するための各種電圧（信号）の波形を示す。図２４において
、Ｖｓａは信号線Ｓａの電圧を示し、Ｖｓｂは信号線Ｓｂの電圧を示し、Ｖｇ１～Ｖｇ１
２は走査線Ｇ１～Ｇ１２の電圧を示し、Ｖｃｓ１～Ｖｃｓ１０は補助容量幹線ＣＳ１～Ｃ
Ｓ１０の電圧を示し、ＶＬｓｐ１－ａ－Ａ～ＶＬｓｐ２－ｂ－Ｂは副画素１－ａ－Ａ～２
－ｂ－Ｂの液晶層に印加される実効電圧を示している。なお、図２４に示されているのは
、１つの垂直走査期間内の電圧波形である。
【０１５０】
　図２４に示すように、補助容量幹線ＣＳ１～ＣＳ１０の電圧Ｖｃｓ１～Ｖｃｓ１０は同
一の振幅および周期で振幅している。ここでは、振幅の周期は１０Ｈである。電圧Ｖｃｓ
１とＶｃｓ２とでは、一方の電圧をＶｃＨに変化すると他方の電圧がＶｃＬに変化し、一
方の電圧をＶｃＬに変化すると他方の電圧がＶｃＨに変化する関係になっている。電圧Ｖ
ｃｓ３とＶｃｓ４、電圧Ｖｃｓ５とＶｃｓ６、電圧Ｖｃｓ７とＶｃｓ８、電圧Ｖｃｓ９と
Ｖｃｓ１０も同様の関係を有している。図２４から理解されるように、走査線Ｇ１の電圧
Ｖｇ１がＶｇＬになった後、電圧Ｖｃｓ１は増加「↑」し、電圧Ｖｃｓ２は減少「↓」す
る。また、図２４から理解されるように、走査線Ｇ２の電圧Ｖｇ２が ＶｇＬになった後
、電圧Ｖｃｓ３は減少「↓」し、電圧Ｖｃｓ４は増加「↑」する。
【０１５１】
　図２２に示した構成では、異なる行の副画素は異なる補助容量幹線に接続されているた
め、複数の画素のそれぞれにおいて副画素の液晶層に印加される電圧を同じ時刻に増加ま
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たは減少させることができる。なお、この場合も、図２２に示した構成の液晶表示装置を
図２４に示した電圧波形で駆動させることにより、上述した３つの条件を全て満足するの
で、ちらつきを防止した高品位の表示を実現することができる。
【０１５２】
　なお、ここまで、図２２～図２４を参照して、あるフレームの有効走査期間内に変化し
た副画素の明暗および極性ならびに電圧波形を説明したが、次のフレームでは、各走査線
の電圧に対して、信号線の電圧は、それぞれ、図２４に示した波形と同様に変化するが、
補助容量幹線の電圧は、それぞれ、図２４に示した波形とは反転するように変化する。こ
のため、このフレームでは、図２２に示した各副画素と比較して、各副画素の極性は変化
することなく、各副画素の明暗が反転する。
【０１５３】
　さらに次のフレームでは、走査線の電圧に対して、信号線の電圧は、それぞれ、図２４
に示した波形とは反転するように変化するとともに、補助容量幹線の電圧は、それぞれ、
図２４に示した波形とは反転するように変化する。このため、このフレームでは、図２２
に示した各副画素と比較して、各副画素の明暗は変化することなく、各副画素の極性が反
転する。
【０１５４】
　さらに次のフレームでは、走査線の電圧に対して、信号線の電圧は、それぞれ、図２４
に示した波形とは反転するように変化するが、補助容量幹線の電圧は、それぞれ、図２４
に示した波形と同様に変化する。このため、このフレームでは、図２２に示した各副画素
と比較して、各副画素の明暗および極性が反転する。このようにして、図２２に示した構
成の液晶表示層においても、γ特性の視野角依存性を向上させるとともに、表示品位の低
下を抑制することができる。
【０１５５】
　また、上述した説明では、図８に示したように、同じ画素１０に含まれる副画素１０ａ
，１０ｂに対して共通の信号線１４が設けられていたが、本発明はこれに限定されない。
同じ画素に含まれる副画素に対して異なる信号線を設けてもよい。この場合、補助容量配
線の電圧を副画素ごとに異ならせなくても、信号線の電圧を異ならせることにより、副画
素の液晶層に異なる実効電圧を印加することができる。
【０１５６】
　図２５に、２つの副画素１０ａ、１０ｂのそれぞれに対して信号線１４ａ、１４ｂが設
けられた画素１０を示す。図２５に示すように、画素１０は、互いに異なる信号線１４ａ
および１４ｂに、それぞれ対応するＴＦＴ１６ａおよび１６ｂを介して接続された２つの
副画素電極１８ａおよび１８ｂを有している。副画素１０ａおよび１０ｂは、１つの画素
１０を構成するので、ＴＦＴ１６ａおよび１６ｂのゲートは共通の走査線（ゲートバスラ
イン）１２に接続され、同じ走査信号によってオン／オフ制御される。信号線（ソースバ
スライン）１４ａおよび１４ｂには、上記の関係を満足するように信号電圧（階調電圧）
が供給される。なお、ＴＦＴ１６ａおよび１６ｂのゲートは共用する構成にすることが好
ましい。
【０１５７】
　なお、上述した説明では、対向電極の電圧を時間によらず一定に示したが、本発明はこ
れに限定されない。対向電極の電圧は時間に応じて変化してもよい。
【０１５８】
　また、図１０には、第１副画素の実効電圧と第２副画素の実効電圧とは広い階調範囲に
わたって異なるように示したが、本発明はこれに限定されない。各副画素の実効電圧は、
特定の階調範囲（例えば、黒～白までの階調を０階調～２５５階調に分割した２５６階調
表示の場合における３６階調～１２８階調の階調範囲）において異なっていればよい。
【０１５９】
　また、上述した説明では、ノーマリブラックモードの液晶表示装置、特に、ＭＶＡモー
ドの液晶表示装置の表示品位を改善できることを示したが、本発明はこれに限定されず、
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ＩＰＳモードの液晶表示装置に適用することもできる。γ特性の視野角依存性の問題は、
ＩＰＳモードよりも、ＭＶＡモードやＡＳＭモードにおいて顕著である。一方、ＩＰＳモ
ードは、ＭＶＡモードやＡＳＭモードに比べて正面観測時のコントラスト比の高いパネル
を生産性良く製造することが難しい。これらの点から、特にＭＶＡモードやＡＳＭモード
の液晶表示装置におけるγ特性の視野角依存性を改善することが望まれる。
【０１６０】
　（実施形態２）
　以下、本発明による液晶表示装置１００の第２実施形態を説明する。本実施形態の液晶
表示装置１００は、連続する４つの垂直走査期間における副画素の明暗、極性および実効
電圧の変化の順番の点で実施形態１の液晶表示装置とは異なる。以下の説明では、冗長さ
を避けるために、実施形態１と重複する説明を省略する。
【０１６１】
　図２６を参照して、本実施形態の液晶表示装置１００における副画素の明暗および電界
の向きの変化、ならびに、第１および第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化を
説明する。
【０１６２】
　図２６（ａ）に示すように、期間１、４および５は第１極性期間であり、期間２、３お
よび６は第２極性期間である。ここで、連続する４つの垂直走査期間をみると、２つは第
１極性期間であり、残りの２つは第２極性期間である。例えば、図２６（ａ）における期
間１～４では、期間１および期間４は第１極性期間であり、期間２および期間３は第２極
性期間である。本実施形態の液晶表示装置１００において、第１極性期間には、｜ＶＬｓ
ｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす期間（ここでは、期間１）と、｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬ
ｓｐｂ｜を満たす期間（ここでは、期間４）とがある。また、液晶表示装置１００におい
て、第２極性期間には、｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす期間（ここでは、期間
３）と、｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす期間（ここでは、期間２）とがある。
【０１６３】
　図２６（ｂ）および図２６（ｃ）に、第１、第２副画素の液晶層に印加される各垂直走
査期間の実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂをそれぞれ太線で示す。第１、第２副画素の液
晶層に印加される実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂは、第１、第２副画素電極の電圧と対
向電極の電圧Ｖｃとの差の実効値であり、ここでは対向電極の電圧Ｖｃが一定であるよう
に示している。
【０１６４】
　期間１において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
高い。また、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第２副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図２６（ａ）に示すように、期間１は第１極性期間であり、また、第１副画素は
第２副画素よりも明るい。
【０１６５】
　期間２において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
低い。また、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第１副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図２６（ａ）に示すように、期間２は第２極性期間であり、また、第２副画素は
第１副画素よりも明るい。
【０１６６】
　期間３において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
低い。また、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第２副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図２６（ａ）に示すように、期間３は第２極性期間であり、また、第１副画素は
第２副画素よりも明るい。
【０１６７】
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　期間４において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
高い。また、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第１副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図２６（ａ）に示すように、期間４は第１極性期間であり、また、第２副画素は
第１副画素よりも明るい。期間５以降、第１、第２副画素の明暗および極性は、期間１～
４における第１、第２副画素の明暗および極性の繰り返しとなる。
【０１６８】
　以上から、図２６（ａ）に示すように、第１副画素の（明暗、極性）は（明、＋）、（
暗、－）、（明、－）、（暗、＋）と順番に変化し、また、第２副画素の（明暗、極性）
は（暗、＋）、（明、－）、（暗、－）、（明、＋）の順番に変化する。このように、本
実施形態の液晶表示装置では、副画素の明暗を垂直走査期間毎に反転するとともに、極性
を２垂直走査期間毎に反転している。本実施形態の液晶表示装置では、実施形態１の液晶
表示装置と同様に、副画素の明暗が垂直走査期間毎に反転するので、表示のざらつきを抑
制することができる。また、本実施形態の液晶表示装置では、実施形態１の液晶表示装置
と同様に、第１極性期間および第２極性期間のいずれも第１副画素が第２副画素よりも明
るい期間を有しているので、図２６（ｂ）および図２６（ｃ）に示すように、複数の垂直
走査期間（例えば、期間１～４）にわたった実効電圧ＶＬｓｐａの平均と実効電圧ＶＬｓ
ｐｂの平均とがほぼ等しくなり、対向電圧の調整により、実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐ
ｂの平均を共にゼロにすることができ、その結果、焼きつき等の信頼性上の問題の発生を
抑制することができる。
【０１６９】
　図２７に、第１、第２副画素の明暗および極性ならびに第１、第２副画素の垂直走査期
間における始めの補助容量配線の電圧の変化を示す。図２７において、連続する４つのフ
レームをフレームｎ、ｎ＋１、ｎ＋２、ｎ＋３と示している。
【０１７０】
　図２７に示すように、フレームｎにおいて第１、第２副画素の極性は＋であり、かつ、
第１副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）で
、第２副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）
である。また、フレームｎ＋１において第１、第２副画素の極性は－であり、かつ、第１
副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）で、第
２副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）であ
る。
【０１７１】
　フレームｎ＋２において第１、第２副画素の極性は－であり、かつ、第１副画素の垂直
走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）で、第２副画素の垂
直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）である。また、フ
レームｎ＋３において第１、第２副画素の極性は＋であり、かつ、第１副画素の垂直走査
期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）で、第２副画素の垂直走
査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）である。
【０１７２】
　なお、実施形態１を説明するのに参照した図６（ａ）において、第１副画素と第２副画
素とを入れ換えたと仮定した場合の期間２～５おける副画素の明暗および極性は、図２６
（ａ）に示した期間１～４における副画素の明暗および極性と一致する。したがって、第
１副画素電極の表示面積が第２副画素電極の表示面積と等しい場合、本実施形態の液晶表
示装置は、実施形態１の液晶表示装置と実質的に同じ効果を奏する。
【０１７３】
　（実施形態３）
　以下、本発明による液晶表示装置１００の第３実施形態を説明する。本実施形態の液晶
表示装置１００は、連続する４つの垂直走査期間における副画素の明暗、極性および実効
電圧の変化の順番の点で上述した液晶表示装置とは異なる。以下の説明では、冗長さを避



(32) JP 5043847 B2 2012.10.10

10

20

30

40

50

けるために重複する説明を省略する。
【０１７４】
　図２８を参照して、本実施形態の液晶表示装置１００における副画素の明暗および極性
の変化、ならびに、第１および第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化を説明す
る。
【０１７５】
　図２８（ａ）に示すように、本実施形態の液晶表示装置１００において、期間１、３お
よび５は第１極性期間であり、期間２、４および６は第２極性期間である。ここで、連続
する４つの垂直走査期間をみると、２つは第１極性期間であり、残りの２つは第２極性期
間である。例えば、図２８（ａ）における期間１～４では、期間１および期間３は第１極
性期間であり、期間２および期間４は第２極性期間である。本実施形態の液晶表示装置１
００において、第１極性期間には、｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす期間（ここ
では、期間１）と、｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす期間（ここでは、期間３）
とがある。また、液晶表示装置１００において、第２極性期間には、｜ＶＬｓｐａ｜＞｜
ＶＬｓｐｂ｜を満たす期間（ここでは、期間２）と、｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜を
満たす期間（ここでは、期間４）とがある。
【０１７６】
　図２８（ｂ）および図２８（ｃ）に、第１、第２副画素の液晶層に印加される各垂直走
査期間の実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂをそれぞれ太線で示す。第１、第２副画素の液
晶層に印加される実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂは、第１、第２副画素電極の電圧と対
向電極の電圧Ｖｃとの差の実効値であり、ここでは対向電極の電圧Ｖｃが一定であるよう
に示している。
【０１７７】
　期間１において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
高い。また、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第２副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図２８（ａ）に示すように、期間１は第１極性期間であり、また、第１副画素は
第２副画素よりも明るい。
【０１７８】
　期間２において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
低い。また、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第２副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図２８（ａ）に示すように、期間２は第２極性期間であり、また、第１副画素は
第２副画素よりも明るい。
【０１７９】
　期間３において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
高い。また、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第１副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図２８（ａ）に示すように、期間３は第１極性期間であり、また、第２副画素は
第１副画素よりも明るい。
【０１８０】
　期間４において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
低い。また、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第１副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図２８（ａ）に示すように、期間４は第２極性期間であり、また、第２副画素は
第１副画素よりも明るい。期間５以降、第１、第２副画素の明暗および極性は、期間１～
４における第１、第２副画素の明暗および極性の繰り返しとなる。本実施形態の液晶表示
装置において、フレーム周波数は例えば１２０Ｈｚである。
【０１８１】
　以上から、図２８（ａ）に示すように、第１副画素の（明暗、極性）は（明、＋）、（
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明、－）、（暗、＋）、（暗、－）と順番に変化し、また、第２副画素の（明暗、極性）
は（暗、＋）、（暗、－）、（明、＋）、（明、－）の順番に変化する。このように、本
実施形態の液晶表示装置では、副画素の明暗を２垂直走査期間毎に反転するとともに、極
性を垂直走査期間毎に反転している。本実施形態の液晶表示装置では、特許文献１の液晶
表示装置とは異なり、副画素の明暗が２垂直走査期間毎に反転するので、表示のざらつき
を抑制することができる。また、本実施形態の液晶表示装置では、特許文献２の液晶表示
装置とは異なり、第１極性期間および第２極性期間のいずれにおいても第１、第２副画素
の明暗が反転するので、図２８（ｂ）および図２８（ｃ）に示すように、複数の垂直走査
期間（例えば、期間１～４）にわたった実効電圧ＶＬｓｐａの平均と実効電圧ＶＬｓｐｂ
の平均とがほぼ等しくなり、対向電圧の調整により、実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂの
平均を共にゼロにすることができ、その結果、焼きつき等の信頼性上の問題の発生を抑制
することができる。
【０１８２】
　次いで、図２９を参照して、複数の垂直走査期間にわたった第１、第２副画素の液晶層
に印加される実効電圧の変化を説明する。図２９において、Ｖｇは走査線の電圧を示し、
Ｖｃｓａは第１補助容量配線の電圧を示し、Ｖｃｓｂは第２補助容量配線の電圧を示し、
ＶＬｓｐａは第１副画素の液晶層に印加される実効電圧を示し、ＶＬｓｐｂは第２副画素
の液晶層に印加される実効電圧を示している。ここでは、第１、第２補助容量配線の電圧
は、表示期間ＡＨにおいて１０Ｈごとに増加または減少して２０Ｈを１周期として周期的
に変化する。また、第１、第２補助容量配線の電圧は、第１、第３調整期間ＢＨにおいて
１８Ｈごとに増加または減少し、第２、第４調整期間ＢＨにおいて１３Ｈごとに増加また
は減少している。
【０１８３】
　第１、第２補助容量配線の電圧の変化に応じて第１、第２副画素の液晶層に印加される
実効電圧が変化することにより、第１副画素の（明暗、極性）は、（明、＋）、（明、－
）、（暗、＋）、（暗、－）と順番に変化し、また、第２副画素の（明暗、極性）は、（
暗、＋）、（暗、－）、（明、＋）、（明、－）の順番に変化する。このようにして、第
１および第２副画素の明暗および極性は、図２８（ａ）に示したように変化するので、本
実施形態の液晶表示装置でも、γ特性の視野角依存性を向上させた液晶表示装置において
表示品位の低下を抑制することができる。
【０１８４】
　図３０に、第１、第２副画素の明暗および極性ならびに第１、第２副画素の垂直走査期
間における始めの補助容量配線の電圧の変化を示す。図３０において、連続する４つのフ
レームをフレームｎ、ｎ＋１、ｎ＋２、ｎ＋３と示している。
【０１８５】
　図３０に示すように、フレームｎにおいて第１、第２副画素の極性は＋であり、かつ、
第１副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）で
、第２副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）
である。また、フレームｎ＋１において第１、第２副画素の極性は－であり、かつ、第１
副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）で、第
２副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）であ
る。
【０１８６】
　フレームｎ＋２において第１、第２副画素の極性は＋であり、かつ、第１副画素の垂直
走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）で、第２副画素の垂
直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）である。また、フ
レームｎ＋３において第１、第２副画素の極性は－であり、かつ、第１副画素の垂直走査
期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）で、第２副画素の垂直走
査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）である。
【０１８７】



(34) JP 5043847 B2 2012.10.10

10

20

30

40

50

　なお、図１７と図３０との比較から理解されるように、本実施形態の液晶表示装置にお
いて、第１、第２副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は実施
形態１の液晶表示装置と同じであるが、極性の変化は実施形態１の液晶表示装置とは異な
る。
【０１８８】
　ここで、本実施形態の液晶表示装置および実施形態１の液晶表示装置において副画素の
明暗が反転する周期の違いを説明する。本実施形態の液晶表示装置では、図２８に示した
ように副画素の明暗は２垂直走査期間ごとに反転するのに対して、実施形態１の液晶表示
装置では、図６に示したように副画素の明暗は１垂直走査期間ごとに反転する。したがっ
て、本実施形態の液晶表示装置では、実施形態１の液晶表示装置よりも副画素の明暗が反
転する周期が２倍遅い。上述してきたように、副画素の明暗を反転させることによってざ
らつきを低減させることができるが、副画素の明暗の反転周期が短いほどざらつきの低減
効果は高い。一方、垂直走査期間が短くなりすぎると、液晶分子の配向が一垂直走査期間
内に十分に変化できず、その結果、所定の輝度に到達しないことがある。このように液晶
分子の応答速度に比して垂直走査期間が短すぎると、副画素間の輝度差が十分に得られず
、γ特性の視野角依存性を改善する効果が低減する。
【０１８９】
　表１に、特許文献１、特許文献２、実施形態１および本実施形態の液晶表示装置につい
てフレーム周波数を変化させたときの表示品位を示す。表１において、表示品位がよいも
のを「○」で、表示品位がよくないものを「×」で示している。
【０１９０】

【表１】

【０１９１】
　表１によれば、特許文献１の液晶表示装置は全てのフレーム周波数に対して良好な視野
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角改善効果を得ている、一方で全てのフレーム周波数に対して表示がざらつくといった課
題を有している。また、特許文献２の液晶表示装置では、信頼性上の課題があるため工業
的な生産品に用いることはできない。
【０１９２】
　実施形態１、３の液晶表示装置はいずれも、特許文献２で問題となっていた信頼性上の
問題は生じず、工業製品として用いることについては問題ない。さらに、実施形態１、３
の液晶表示装置は特許文献１で問題となっている表示のざらつきといった問題も解決して
いる。
【０１９３】
　しかしながら、実施形態１と実施形態３の液晶表示装置を比較すると、視野角特性の改
善効果と表示のちらつき(フリッカー)の点でフレーム周波数に対して最適な選択をするこ
とができる。表１に示すように、実施形態１の液晶表示装置では、フレーム周波数が６０
Ｈｚ以上９０Ｈｚ以下であれば、良好な表示品位が得られたのに対して、本実施形態の液
晶表示装置では、フレーム周波数が１２０Ｈｚ以上であればちらつきのない表示を実現す
ることができた。なお、本実施形態の液晶表示装置においてフレーム周波数が１２０Ｈｚ
であればγ特性の視野角依存性を改善する効果が得られることを実験的に確認しているが
、それ以上のフレーム周波数については、液晶材料や駆動方法によって応答速度を向上さ
せることが好ましい。
【０１９４】
　（実施形態４）
　以下、本発明による液晶表示装置１００の第４実施形態を説明する。本実施形態の液晶
表示装置１００は、連続する４つの垂直走査期間における副画素の明暗、極性および実効
電圧の変化の順番の点で上述した液晶表示装置とは異なる。以下の説明では、冗長さを避
けるために重複する説明を省略する。
【０１９５】
　図３１を参照して、本実施形態の液晶表示装置１００における副画素の明暗および極性
の変化、ならびに、第１および第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化を説明す
る。
【０１９６】
　図３１（ａ）に示すように、本実施形態の液晶表示装置１００において、期間１、３お
よび５は第１極性期間であり、期間２、４および６は第２極性期間である。ここで、連続
する４つの垂直走査期間をみると、２つは第１極性期間であり、残りの２つは第２極性期
間である。例えば、図３１（ａ）における期間１～４では、期間１および期間３は第１極
性期間であり、期間２および期間４は第２極性期間である。本実施形態の液晶表示装置１
００において、第１極性期間には、｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす期間（ここ
では、期間１）と、｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす期間（ここでは、期間３）
とがある。また、液晶表示装置１００において、第２極性期間には、｜ＶＬｓｐａ｜＞｜
ＶＬｓｐｂ｜を満たす期間（ここでは、期間４）と、｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜を
満たす期間（ここでは、期間２）とがある。
【０１９７】
　図３１（ｂ）および図３１（ｃ）に、第１、第２副画素の液晶層に印加される各垂直走
査期間の実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂをそれぞれ太線で示す。第１、第２副画素の液
晶層に印加される実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂは、第１、第２副画素電極の電圧と対
向電極の電圧Ｖｃとの差の実効値であり、ここでは対向電極の電圧Ｖｃが一定であるよう
に示している。
【０１９８】
　期間１において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
高い。また、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第２副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図３１（ａ）に示すように、期間１は第１極性期間であり、また、第１副画素は
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第２副画素よりも明るい。
【０１９９】
　期間２において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
低い。また、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第１副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図３１（ａ）に示すように、期間２は第２極性期間であり、また、第２副画素は
第１副画素よりも明るい。
【０２００】
　期間３において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
高い。また、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第１副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図３１（ａ）に示すように、期間３は第１極性期間であり、また、第２副画素は
第１副画素よりも明るい。
【０２０１】
　期間４において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
低い。また、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第２副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図３１（ａ）に示すように、期間４は第２極性期間であり、また、第１副画素は
第２副画素よりも明るい。期間５以降、第１、第２副画素の明暗および極性は、期間１～
４における第１、第２副画素の明暗および極性の繰り返しとなる。
【０２０２】
　以上から、図３１（ａ）に示すように、第１副画素の（明暗、極性）は（明、＋）、（
暗、－）、（暗、＋）、（明、－）と順番に変化し、また、第２副画素の（明暗、極性）
は（暗、＋）、（明、－）、（明、＋）、（暗、－）の順番に変化する。このように、本
実施形態の液晶表示装置では、副画素の明暗を２垂直走査期間毎に反転するとともに、極
性を垂直走査期間毎に反転している。本実施形態において、フレーム周波数は、例えば、
１２０Ｈｚである。
【０２０３】
　図３２に、第１、第２副画素の明暗および極性ならびに第１、第２副画素の垂直走査期
間における始めの補助容量配線の電圧の変化を示す。図３２において、連続する４つのフ
レームをフレームｎ、ｎ＋１、ｎ＋２、ｎ＋３と示している。
【０２０４】
　図３２に示すように、フレームｎにおいて第１、第２副画素の極性は＋であり、かつ、
第１副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）で
、第２副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）
である。また、フレームｎ＋１において第１、第２副画素の極性は－であり、かつ、第１
副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）で、第
２副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）であ
る。
【０２０５】
　フレームｎ＋２において第１、第２副画素の極性は＋であり、かつ、第１副画素の垂直
走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）で、第２副画素の垂
直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）である。また、フ
レームｎ＋３において第１、第２副画素の極性は－であり、かつ、第１副画素の垂直走査
期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）で、第２副画素の垂直走
査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）である。
【０２０６】
　本実施形態の液晶表示装置では、実施形態３の液晶表示装置と同様に、副画素の明暗が
２垂直走査期間毎に反転するので、表示のざらつきを抑制することができる。また、本実
施形態の液晶表示装置では、実施形態３の液晶表示装置と同様に、第１極性期間および第
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２極性期間のいずれにおいても第１、第２副画素の明暗が反転するので、図３１（ｂ）お
よび図３１（ｃ）に示すように、複数の垂直走査期間（例えば、期間１～４）にわたった
実効電圧ＶＬｓｐａの平均と実効電圧ＶＬｓｐｂの平均とがほぼ等しくなり、対向電圧の
調整により、実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂの平均を共にゼロにすることができ、その
結果、焼きつき等の信頼性上の問題の発生を抑制することができる。
【０２０７】
　なお、実施形態３の液晶表示装置を説明するのに参照した図２８（ａ）において、極性
を反転させると仮定した場合の期間２～５おける副画素の明暗および極性は、図３１（ａ
）に示した期間１～４における副画素の明暗および極性と一致する。したがって、本実施
形態の液晶表示装置は、実施形態３の液晶表示装置と実質的に同じ効果を奏する。
【０２０８】
　なお、実施形態３の液晶表示装置において、図１４および図１５を参照して説明したよ
うにドット反転駆動を行う場合、副画素１－ａ－Ａ、１－ａ－Ｂの明暗および極性が図３
１（ａ）の期間１～４に示すように変化するとき、副画素２－ａ－Ａ、２－ａ－Ｂの明暗
および極性は、図２８（ａ）の期間２～５に示すように変化する。
【０２０９】
　（実施形態５）
　以下、本発明による液晶表示装置の第５実施形態を説明する。本実施形態の液晶表示装
置１００は、連続する４つの垂直走査期間における副画素の明暗、極性および実効電圧の
変化の順番の点で上述した液晶表示装置とは異なる。以下の説明では、冗長さを避けるた
めに重複する説明を省略する。
【０２１０】
　図３３を参照して、本実施形態の液晶表示装置１００における副画素の明暗および極性
の変化、ならびに、第１および第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化を説明す
る。
【０２１１】
　図３３（ａ）に示すように、本実施形態の液晶表示装置１００において、期間１、４お
よび５は第１極性期間であり、期間２、３および６は第２極性期間である。ここで、連続
する４つの垂直走査期間をみると、２つは第１極性期間であり、残りの２つは第２極性期
間である。例えば、図３３（ａ）における期間１～４では、期間１および期間４は第１極
性期間であり、期間２および期間３は第２極性期間である。本実施形態の液晶表示装置１
００において、第１極性期間には、｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす期間（ここ
では、期間１）と、｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす期間（ここでは、期間４）
とがある。また、液晶表示装置１００において、第２極性期間には、｜ＶＬｓｐａ｜＞｜
ＶＬｓｐｂ｜を満たす期間（ここでは、期間２）と、｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜を
満たす期間（ここでは、期間３）とがある。
【０２１２】
　図３３（ｂ）および図３３（ｃ）に、第１、第２副画素の液晶層に印加される各垂直走
査期間の実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂをそれぞれ太線で示す。第１、第２副画素の液
晶層に印加される実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂは、第１、第２副画素電極の電圧と対
向電極の電圧Ｖｃとの差の実効値であり、ここでは対向電極の電圧Ｖｃが一定であるよう
に示している。
【０２１３】
　期間１において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
高い。また、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第２副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図３３（ａ）に示すように、期間１は第１極性期間であり、また、第１副画素は
第２副画素よりも明るい。
【０２１４】
　期間２において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
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低い。また、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第２副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図３３（ａ）に示すように、期間２は第２極性期間であり、また、第１副画素は
第２副画素よりも明るい。
【０２１５】
　期間３において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
低い。また、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第１副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図３３（ａ）に示すように、期間３は第２極性期間であり、また、第２副画素は
第１副画素よりも明るい。
【０２１６】
　期間４において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
高い。また、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第１副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図３３（ａ）に示すように、期間４は第１極性期間であり、また、第２副画素は
第１副画素よりも明るい。期間５以降、第１、第２副画素の明暗および極性は、期間１～
４における第１、第２副画素の明暗および極性の繰り返しとなる。本実施形態の液晶表示
装置においてフレーム周波数は例えば１２０Ｈｚである。
【０２１７】
　以上から、図３３（ａ）に示すように、第１副画素の（明暗、極性）は（明、＋）、（
明、－）、（暗、－）、（暗、＋）と順番に変化し、また、第２副画素の（明暗、極性）
は（暗、＋）、（暗、－）、（明、－）、（明、＋）の順番に変化する。このように、本
実施形態の液晶表示装置では、副画素の明暗を２垂直走査期間毎に反転するとともに、副
画素の明暗の反転するときと１垂直走査期間ずれたときに極性を２垂直走査期間毎に反転
している。本実施形態の液晶表示装置では、特許文献１の液晶表示装置とは異なり、副画
素の明暗が２垂直走査期間毎に反転するので、表示のざらつきを抑制することができる。
また、本実施形態の液晶表示装置では、特許文献２の液晶表示装置とは異なり、第１極性
期間および第２極性期間のいずれにおいても第１、第２副画素の明暗が反転するので、図
３３（ｂ）および図３３（ｃ）に示すように、複数の垂直走査期間（例えば、期間１～４
）にわたった実効電圧ＶＬｓｐａの平均と実効電圧ＶＬｓｐｂの平均とがほぼ等しくなり
、対向電圧の調整により、実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂの平均を共にゼロにすること
ができ、その結果、焼きつき等の信頼性上の問題の発生を抑制することができる。
【０２１８】
　次いで、図３４を参照して、複数の垂直走査期間にわたる電圧の変化を説明する。
【０２１９】
　図３４において、Ｖｇは走査線の電圧を示し、Ｖｃｓａは第１補助容量配線の電圧を示
し、Ｖｃｓｂは第２補助容量配線の電圧を示し、ＶＬｓｐａは第１副画素の液晶層に印加
される実効電圧を示し、ＶＬｓｐｂは第２副画素の液晶層に印加される実効電圧を示して
いる。ここでは、第１、第２補助容量配線の電圧は、表示期間ＡＨにおいて１０Ｈごとに
増加または減少して２０Ｈを１周期として周期的に変化する。また、第１、第２補助容量
配線の電圧は、第１～第４調整期間ＢＨにおいて１８Ｈごとに増加または減少する。
【０２２０】
　図３５に、第１、第２副画素の明暗および極性ならびに第１、第２副画素の垂直走査期
間における始めの補助容量配線の電圧の変化を示す。図３５において、連続する４つのフ
レームをフレームｎ、ｎ＋１、ｎ＋２、ｎ＋３と示している。
【０２２１】
　図３５に示すように、フレームｎにおいて第１、第２副画素の極性は＋であり、かつ、
第１副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）で
、第２副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）
である。また、フレームｎ＋１において第１、第２副画素の極性は－であり、かつ、第１
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副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）で、第
２副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）であ
る。
【０２２２】
　フレームｎ＋２において第１、第２副画素の極性は－であり、かつ、第１副画素の垂直
走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）で、第２副画素の垂
直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）である。また、フ
レームｎ＋３において第１、第２副画素の極性は＋であり、かつ、第１副画素の垂直走査
期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）で、第２副画素の垂直走
査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）である。
【０２２３】
　以上のように、第１、第２補助容量配線の電圧の変化に応じて第１、第２副画素の液晶
層に印加される実効電圧が変化することにより、第１副画素の（明暗、極性）は、（明、
＋）、（明、－）、（暗、－）、（暗、＋）と順番に変化し、また、第２副画素の（明暗
、極性）は、（暗、＋）、（暗、－）、（明、－）（明、＋）、の順番に変化する。した
がって、本実施形態の液晶表示装置でも、γ特性の視野角依存性を向上させた液晶表示装
置において表示品位の低下を抑制することができる。
【０２２４】
　（実施形態６）
　以下、本発明による液晶表示装置の第６実施形態を説明する。本実施形態の液晶表示装
置１００は、連続する４つの垂直走査期間における副画素の明暗、極性および実効電圧の
変化の順番の点で上述した液晶表示装置とは異なる。以下の説明では、冗長さを避けるた
めに重複する説明を省略する。
【０２２５】
　図３６を参照して、本実施形態の液晶表示装置１００における副画素の明暗および極性
の変化、ならびに、第１および第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化を説明す
る。
【０２２６】
　図３６（ａ）に示すように、本実施形態の液晶表示装置１００において、期間１、２、
５および６は第１極性期間であり、期間３、４は第２極性期間である。ここで、連続する
４つの垂直走査期間をみると、２つは第１極性期間であり、残りの２つは第２極性期間で
ある。例えば、図３６（ａ）における期間１～４では、期間１および期間２は第１極性期
間であり、期間３および期間４は第２極性期間である。本実施形態の液晶表示装置１００
において、第１極性期間には、｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす期間（ここでは
、期間１）と、｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜を満たす期間（ここでは、期間２）とが
ある。また、液晶表示装置１００において、第２極性期間には、｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬ
ｓｐｂ｜を満たす期間（ここでは、期間４）と、｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜を満た
す期間（ここでは、期間３）とがある。
【０２２７】
　図３６（ｂ）および図３６（ｃ）に、第１、第２副画素の液晶層に印加される各垂直走
査期間の実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂをそれぞれ太線で示す。第１、第２副画素の液
晶層に印加される実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂは、第１、第２副画素電極の電圧と対
向電極の電圧Ｖｃとの差の実効値であり、ここでは対向電極の電圧Ｖｃが一定であるよう
に示している。
【０２２８】
　期間１において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
高い。また、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第２副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図３６（ａ）に示すように、期間１は第１極性期間であり、また、第１副画素は
第２副画素よりも明るい。
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【０２２９】
　期間２において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
高い。また、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第１副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図３６（ａ）に示すように、期間２は第１極性期間であり、また、第２副画素は
第１副画素よりも明るい。
【０２３０】
　期間３において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
低い。また、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第２副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも低い（｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜）。したが
って、図３６（ａ）に示すように、期間３は第２極性期間であり、また、第２副画素は第
１副画素よりも明るい。
【０２３１】
　期間４において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
低い。また、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第２副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図３６（ａ）に示すように、期間４は第２極性期間であり、また、第１副画素は
第２副画素よりも明るい。期間５以降、第１、第２副画素の明暗および極性は、期間１～
４における第１、第２副画素の明暗および極性の繰り返しとなる。
【０２３２】
　以上から、図３６（ａ）に示すように、第１副画素の（明暗、極性）は（明、＋）、（
暗、＋）、（暗、－）、（明、－）と順番に変化し、また、第２副画素の（明暗、極性）
は（暗、＋）、（明、＋）、（明、－）、（暗、－）の順番に変化する。このように、本
実施形態の液晶表示装置では、副画素の明暗を２垂直走査期間毎に反転するとともに、副
画素の明暗の反転するときと１垂直走査期間ずらした状態で極性を２垂直走査期間毎に反
転している。本実施形態の液晶表示装置では、実施形態５の液晶表示装置と同様に、副画
素の明暗が２垂直走査期間毎に反転するので、表示のざらつきを抑制することができる。
また、本実施形態の液晶表示装置では、実施形態５の液晶表示装置と同様に、第１極性期
間および第２極性期間のいずれにおいても第１、第２副画素の明暗が反転するので、図３
６（ｂ）および図３６（ｃ）に示すように、複数の垂直走査期間（例えば、期間１～４）
にわたった実効電圧ＶＬｓｐａの平均と実効電圧ＶＬｓｐｂの平均とがほぼ等しくなり、
対向電圧の調整により、実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂの平均を共にゼロにすることが
でき、その結果、焼きつき等の信頼性上の問題の発生を抑制することができる。
【０２３３】
　図３７に、第１、第２副画素の明暗および極性ならびに第１、第２副画素の垂直走査期
間における始めの補助容量配線の電圧の変化を示す。図３７において、連続する４つのフ
レームをフレームｎ、ｎ＋１、ｎ＋２、ｎ＋３と示している。
【０２３４】
　図３７に示すように、フレームｎにおいて第１、第２副画素の極性は＋であり、かつ、
第１副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）で
、第２副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）
である。また、フレームｎ＋１において第１、第２副画素の極性は＋であり、かつ、第１
副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）で、第
２副画素の垂直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）であ
る。
【０２３５】
　フレームｎ＋２において第１、第２副画素の極性は－であり、かつ、第１副画素の垂直
走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）で、第２副画素の垂
直走査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）である。また、フ
レームｎ＋３において第１、第２副画素の極性は－であり、かつ、第１副画素の垂直走査
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期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は減少（「↓」）で、第２副画素の垂直走
査期間における始めの補助容量配線の電圧の変化は増加（「↑」）である。
【０２３６】
　なお、図３６（ａ）において第１副画素と第２副画素とを入れ換えると仮定した場合の
期間２～５における副画素の明暗および極性は、実施形態５を説明するために参照した図
３３（ａ）に示した期間１～４における副画素の明暗および極性と一致する。したがって
、第１副画素電極の表示面積が第２副画素電極の表示面積と等しい場合、本実施形態の液
晶表示装置は、実施形態５の液晶表示装置と実質的に同じ効果を奏する。
【０２３７】
　なお、実施形態６の液晶表示装置において、図１４および図１５を参照して説明したよ
うにドット反転駆動を行う場合、副画素１－ａ－Ａ、１－ａ－Ｂの明暗および極性が図３
６（ａ）の期間１～４に示すように変化するとき、副画素２－ａ－Ａ、２－ａ－Ｂの明暗
および極性は、図３３（ａ）の期間２～５に示すように変化する。
【０２３８】
　（実施形態７）
　以下、本発明による液晶表示装置の第７実施形態を説明する。本実施形態の液晶表示装
置は、副画素の輝度が中間輝度を介して変化する点で実施形態１～６の液晶表示装置とは
異なる。以下の説明では、冗長さを避けるために重複する説明を省略する。
【０２３９】
　図３８を参照して、本実施形態の液晶表示装置１００における副画素の明暗および極性
の変化、ならびに、第１および第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化を説明す
る。図３８（ａ）に示すように、本実施形態の液晶表示装置１００において、期間１、３
および５は第１極性期間であり、期間２、４および６は第２極性期間である。ここで、連
続する４つの垂直走査期間をみると、２つは第１極性期間であり、残りの２つは第２極性
期間である。例えば期間１～４では、期間１および期間３が第１極性期間であり、期間２
および期間４が第２極性期間である。また、第１極性期間は、｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓ
ｐｂ｜を満たす期間（ここでは、期間１）および｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜を満た
す期間（ここでは、期間３）であり、第２極性期間は、ＶＬｓｐａがＶＬｓｐｂと等しい
期間（期間２および４）である。
【０２４０】
　図３８（ｂ）および図３８（ｃ）に、第１、第２副画素の液晶層に印加される各垂直走
査期間の実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂをそれぞれ太線で示す。第１、第２副画素の液
晶層に印加される実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂは、第１、第２副画素電極の電圧と対
向電極の電圧Ｖｃとの差の実効値であり、ここでは対向電極の電圧Ｖｃが一定であるよう
に示している。
【０２４１】
　期間１において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
高い。また、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第２副画素の液晶層
に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＞｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図３８（ａ）に示すように、期間１は第１極性期間であり、また、第１副画素は
第２副画素よりも明るい。
【０２４２】
　期間２において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
低い。また、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧は、第２副画素の液晶層に印加さ
れる実効電圧と等しい（ＶＬｓｐａ＝ＶＬｓｐｂ）。したがって、図３８（ａ）に示すよ
うに、期間２は第２極性期間であり、また、第１副画素の明るさは第２副画素の明るさと
等しい。
【０２４３】
　期間３において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
高い。また、第２副画素の液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、第１副画素の液晶層
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に印加される実効電圧の絶対値よりも大きい（｜ＶＬｓｐａ｜＜｜ＶＬｓｐｂ｜）。した
がって、図３８（ａ）に示すように、期間３は第１極性期間であり、また、第２副画素は
第１副画素よりも明るい。
【０２４４】
　期間４において、第１副画素電極および第２副画素電極の電圧は対向電極の電圧よりも
低い。また、第１副画素の液晶層に印加される実効電圧は、第２副画素の液晶層に印加さ
れる実効電圧と等しい（ＶＬｓｐａ＝ＶＬｓｐｂ）。したがって、図３８（ａ）に示すよ
うに、期間４は第２極性期間であり、また、第１副画素の明るさは第２副画素の明るさと
等しい。期間５以降、第１、第２副画素の明暗および極性は、期間１～４における第１、
第２副画素の明暗および極性の繰り返しとなる。
【０２４５】
　以上から、図３８（ａ）に示すように、第１副画素の（明暗、極性）は（明、＋）、（
中、－）、（暗、＋）、（中、－）と順番に変化し、また、第２副画素の（明暗、極性）
は（暗、＋）、（中、－）、（明、＋）、（中、－）の順番に変化する。ここで、「中」
は、第１副画素の明るさ（輝度）が第２副画素の明るさ（輝度）と等しいことを示す。こ
のように、本実施形態の液晶表示装置では、副画素の輝度を垂直走査期間毎に中間輝度を
介して３段階に変化させるともに、極性を垂直走査期間毎に反転している。
【０２４６】
　本実施形態の液晶表示装置では、副画素の明暗が反転するので、表示のざらつきを抑制
することができる。また、本実施形態の液晶表示装置では、図３８（ｂ）および図３８（
ｃ）に示すように、複数の垂直走査期間（例えば、期間１～４）にわたった実効電圧ＶＬ
ｓｐａの平均と実効電圧ＶＬｓｐｂの平均とがほぼ等しくなり、対向電圧の調整により、
実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂの平均を共にゼロにすることができ、その結果、焼きつ
き等の信頼性上の問題の発生を抑制することができる。
【０２４７】
　次いで、図３９Ａ、図３９Ｂおよび図４０を参照しながら、本実施形態の液晶表示装置
における副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化を説明する。なお、以下の説明にお
いて、連続する４つのフレーム（垂直走査期間）をフレームｎ、ｎ＋１、ｎ＋２、ｎ＋３
とする。
【０２４８】
　図３９Ａに、フレームｎにおいて変化した各副画素の明暗および極性を示し、図３９Ｂ
に、フレームｎ＋１において変化した各副画素の明暗および極性を示す。本実施形態の液
晶表示装置は、図３９Ａおよび図３９Ｂに示すような画素配列を有しているが、これは、
図１４を参照して実施形態１の液晶表示装置において説明した画素配列と同様である。し
たがって、説明を過度に複雑にすることを避けるために、重複する説明を省略する。なお
、本実施形態の液晶表示装置では１２本の補助容量幹線が設けられており、図３９Ａおよ
び図３９Ｂにおいて、１２本の各補助容量幹線に接続された補助容量配線をそれぞれＣＳ
１、ＣＳ２、ＣＳ３、・・・ＣＳ１２と示している。
【０２４９】
　例示として、画素１－ａ、１－ｂ、２－ａ、２－ｂに含まれる副画素の明暗および極性
の変化を説明する。フレームｎでは、図３９Ａに示すように、画素１－ａおよび画素２－
ｂの極性は第１極性（＋）であり、画素１－ｂおよび画素２－ａの極性は第２極性（－）
である。また、副画素１－ａ－Ａ、１－ｂ－Ｂ、２－ａ－Ａ、２－ｂ－Ｂは他方の副画素
よりも明るい。次いで、フレームｎ＋１では、図３９Ｂに示すように、各副画素は中間輝
度に変化し、各副画素の極性はフレームｎのときと反転する。次いで、フレームｎ＋２で
は、各副画素の極性はフレームｎ＋１のときとは反転し、図３９Ａに示したのと同様とな
り、副画素の明暗は、図３９Ａに示したのと反転する。次いで、フレームｎ＋３では、図
３９Ｂに示したのと同様に、各副画素は中間輝度に変化し、また、各副画素の極性は図３
９Ｂに示したのと同じ極性になるように反転する。
【０２５０】
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　ここで、本実施形態の液晶表示装置において、ちらつきを抑制するために上述した３つ
の条件を満たすことを説明する。
【０２５１】
　また、本実施形態の液晶表示装置では、図１５を参照して説明した実施形態１の液晶表
示装置と同様に、各信号線の電圧および対向電極の電圧を適宜設定することにより、各々
の電界の向きにおいて液晶層に印加される実効電圧をできるだけ一致させており、第１の
条件を満たしている。また、本実施形態の液晶表示装置では、図３９Ａおよび図３９Ｂに
示すように、極性の異なる画素を隣接して配置しており、第２の条件を満たしている。ま
た、本実施形態の液晶表示装置では、他方の副画素よりも明るい副画素が可能な限りラン
ダムに、具体的には、図３９Ａに示すように、「明」および「暗」の記号が副画素単位で
市松模様状に配置されており、第３の条件を満たしている。
【０２５２】
　表２に、実施形態１、実施形態３および本実施形態の液晶表示装置についてフレーム周
波数を変化させたときの表示品位を示す。表２において、表示品位がよいものを「○」で
、表示品位がよくないものを「×」で示している。表２に示すように、本実施形態の液晶
表示装置では、フレーム周波数を９０Ｈｚ以上にすれば、良好な表示品位を得ることがで
きる。
【０２５３】
【表２】

【０２５４】
　図４０を参照して、本実施形態の液晶表示装置における信号線の電圧、第１、第２補助
容量幹線の電圧、走査線の電圧、および、第１、第２補助容量幹線の電圧変化に応じて変
化する副画素の液晶層に印加される実効電圧の変化を、図３９Ａおよび図３９Ｂにおいて
破線で囲んだ副画素１－ａ－Ａ、１－ａ－Ｂについて説明する。図４０において、Ｖｓａ
は信号線Ｓａの電圧を示し、Ｖｓｂは信号線Ｓｂの電圧を示し、Ｖｃｓ１は第１補助容量
幹線ＣＳ１の電圧を示し、Ｖｃｓ２は第２補助容量幹線ＣＳ２の電圧を示し、Ｖｇ１は走
査線Ｇ１の電圧を示し、ＶＬｓｐ１－ａ－Ａ、ＶＬｓｐ１－ａ－Ｂは副画素１－ａ－Ａ、
１－ａ－Ｂの液晶層に印加される実効電圧を示している。
【０２５５】
　図４０には、４つのフレームｎ～ｎ＋３における各電圧波形が示されており、図３８、
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図３９Ａおよび図３９Ｂを参照して説明したように、副画素１－ａ－Ａの輝度を（明、中
、暗、中）、副画素１－ａ－Ｂの輝度を（暗、中、明、中）と変化させながら、それぞれ
の極性を（＋、－、＋、－）と反転させている。各フレームの書き込み動作は、走査線Ｇ
１の電圧Ｖｇ１がＶｇＨ（ハイレベル）となる時点から開始される。入力映像信号の１垂
直走査期間（Ｖ－Ｔｏｔａｌ）は８０１Ｈである。また、第１補助容量幹線ＣＳ１の電圧
Ｖｃｓ１は、６Ｈ毎に第１レベル（ＶＬ１）、第２レベル（ＶＬ２）、第３レベル（ＶＬ
３）、第２レベル（ＶＬ２）が交互に切り替わる波形であり、電圧Ｖｃｓ１とＶｃｓ２は
互いに１８０°位相が異なる。
【０２５６】
　図４０において、走査線Ｇ１の電圧Ｖｇ１がＶｇＬ（ローレベル）になってから補助容
量配線の電圧Ｖｃｓ１、Ｖｃｓ２のレベルが最初に変化するまでの期間は３Ｈである。第
１補助容量幹線ＣＳ１の電圧Ｖｃｓ１の表示期間（第１波形の期間）の周期は２４Ｈであ
り、振幅が一定値（第１レベル、第２レベルおよび第３レベル）となる期間はそれぞれ６
Ｈであるので、３Ｈは、補助容量配線の電圧Ｖｃｓの振幅が一定値となる期間の半分（＝
表示期間における周期の４分の１の期間）に相当する。
【０２５７】
　フレームｎ、ｎ＋２において走査線Ｇ１が選択されているとき、信号線Ｓａの電圧Ｖｓ
ａは対向電極の電圧よりも高い。また、フレームｎ＋１、ｎ＋３において走査線Ｇ１が選
択されているとき、信号線Ｓａの電圧Ｖｓａは対向電極の電圧よりも低い。
【０２５８】
　以下、図４０を参照して、画素１－ａの副画素１－ａ－Ａ、１－ａ－Ｂにおけるフレー
ムｎからフレームｎ＋３までの明暗および極性を説明する。
【０２５９】
　フレームｎでは、第１補助容量幹線の電圧Ｖｃｓ１が第２レベルから低下して第１レベ
ルに維持されているときに走査線Ｇ１が選択されて（走査線の電圧ＶｇがＶｇＨとなって
）いる。走査線Ｇ１が選択されると、副画素１－ａ－Ａ、１－ａ－Ｂの副画素電極に対向
電極の電圧よりも高い電圧が印加される。走査線Ｇ１の電圧Ｖｇ１がＶｇＬに戻った後、
第１補助容量幹線の電圧Ｖｃｓ１は周期的に変化する。走査線Ｇ１の電圧Ｖｇ１がＶｇＨ
からＶｇＬに戻ったときの第１補助容量幹線の電圧Ｖｃｓ１はＶＬ１であり、第２補助容
量幹線の電圧Ｖｃｓ２はＶＬ３である。第１、第２補助容量幹線の電圧Ｖｃｓ１、Ｖｃｓ
２の平均電圧であるＶＬ２はＶＬ１よりも高く、ＶＬ３よりも低いので、副画素１－ａ－
Ａの液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、副画素１－ａ－Ｂの液晶層に印加される実
効電圧の絶対値よりも大きくなる。それにより、副画素１－ａ－Ａは、副画素１－ａ－Ｂ
よりも明るくなる。
【０２６０】
　次いで、フレームｎ＋１では、第１補助容量幹線の電圧Ｖｃｓ１が第３レベルから低下
して第２レベルに維持されているときに走査線Ｇ１が選択される（走査線の電圧ＶｇがＶ
ｇＨとなる）。走査線Ｇ１が選択されると、副画素１－ａ－Ａ、１－ａ－Ｂの副画素電極
に対向電極の電圧よりも低い電圧が印加される。走査線Ｇ１の電圧Ｖｇ１がＶｇＬに戻っ
た後、第１補助容量幹線の電圧Ｖｃｓ１は周期的に変化する。走査線Ｇ１の電圧Ｖｇ１が
ＶｇＬに戻ったとき、第１、第２補助容量幹線の電圧Ｖｃｓ１、Ｖｃｓ２は第１、第２補
助容量幹線の電圧Ｖｃｓ１、Ｖｃｓ２の平均電圧と同じＶＬ２である。したがって、副画
素１－ａ－Ａの液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、副画素１－ａ－Ｂの液晶層に印
加される実効電圧の絶対値と等しくなり、それにより、副画素１－ａ－Ａの明るさは、副
画素１－ａ－Ｂの明るさと等しくなる。
【０２６１】
　次いで、フレームｎ＋２では、第１補助容量幹線の電圧Ｖｃｓ１が第２レベルから第３
レベルに上がったときに走査線Ｇ１が選択されている（走査線の電圧Ｖｇ１がＶｇＨとな
る）。走査線Ｇ１が選択されると、副画素１－ａ－Ａ、１－ａ－Ｂの副画素電極に対向電
極の電圧よりも高い電圧が印加される。走査線Ｇ１の電圧Ｖｇ１がＶｇＨからＶｇＬに戻
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ったときの第１補助容量幹線の電圧Ｖｃｓ１はＶＬ３であり、第２補助容量幹線の電圧Ｖ
ｃｓ２はＶＬ１であるので、副画素１－ａ－Ａの液晶層に印加される実効電圧の絶対値は
、副画素１－ａ－Ｂの液晶層に印加される実効電圧の絶対値よりも小さくなる。それによ
り、副画素１－ａ－Ａは、副画素１－ａ－Ｂよりも暗くなる。
【０２６２】
　次いで、フレームｎ＋３では、第１補助容量幹線の電圧Ｖｃｓ１が第１レベルから第２
レベルに上がった後に走査線Ｇ１が選択されている（走査線の電圧ＶｇがＶｇＨとなる）
。走査線Ｇ１が選択されると、副画素１－ａ－Ａ、１－ａ－Ｂの副画素電極に対向電極の
電圧よりも低い電圧が印加される。走査線Ｇ１の電圧Ｖｇ１がＶｇＨからＶｇＬに戻った
ときの第１、第２補助容量幹線の電圧Ｖｃｓ１、Ｖｃｓ２はＶＬ２であるので、副画素１
－ａ－Ａの液晶層に印加される実効電圧の絶対値は、副画素１－ａ－Ｂの液晶層に印加さ
れる実効電圧の絶対値と等しくなり、それにより、副画素１－ａ－Ａの明るさは、副画素
１－ａ－Ｂの明るさと等しくなる。
【０２６３】
　図４０を参照した説明から理解されるように、副画素１－ａ－Ａの（明暗、極性）は（
明、＋）、（中、－）、（暗、＋）、（中、－）と順番に変化し、また、副画素１－ａ－
Ｂの（明暗、極性）は（暗、＋）、（中、－）、（明、＋）、（中、－）の順番に変化す
る。また、ここでは、図示しなかったが、副画素２－ａ－Ａの（明暗、極性）は（明、－
）、（中、＋）、（暗、－）、（中、＋）と順番に変化する。このように、本実施形態の
液晶表示装置では、副画素の明暗を明、中、暗、中と垂直走査期間毎に変化させるととも
に、極性を垂直走査期間毎に反転しており、表示のざらつきを抑制することができる。ま
た、本実施形態の液晶表示装置では、実施形態１の液晶表示装置と同様に、第１極性期間
および第２極性期間のいずれも第１副画素が第２副画素よりも明るい期間を有しているの
で、図３８（ｂ）および図３８（ｃ）に示すように、複数の垂直走査期間（例えば、期間
１～４）にわたった実効電圧ＶＬｓｐａの平均と実効電圧ＶＬｓｐｂの平均とがほぼ等し
くなり、対向電圧の調整により、実効電圧ＶＬｓｐａ、ＶＬｓｐｂの平均を共にゼロにす
ることができ、その結果、焼きつき等の信頼性上の問題の発生を抑制することができる。
【０２６４】
　なお、上述した実施形態１～７の液晶表示装置では、１つの画素を構成する副画素の数
は２つであったが、本発明はこれに限られず、副画素の数を３以上にしてもよい。副画素
の数が増加するにつれて、γ特性のずれ量を改善する効果が大きくなる。画素分割数を２
個から４個に増やすことにより、表示階調の変化に対するずれ量の変化が滑らかになり表
示品位はさらに良好になる。但し、分割数が多くなるほど白表示時の透過率（正面）が低
下する。特に分割数を２個から４個に増やすと、白表示時の透過率の低下は著しい。この
著しい低下の主な理由は、１つの副画素の表示面積が著しく低下するからである。γ特性
の視角依存性の改善効果と白表示時透過率とを考慮して、液晶表示装置の用途などに応じ
て、分割数を適宜調整すればよい。なお、改善効果が最も顕著に見られるのは、画素分割
無しの場合と画素２分割の場合（副画素数２個の場合）の差であり、副画素の数が増加す
ることに伴う白表示時透過率の低下および量産性の低下を考慮すると、１つの画素あたり
の副画素の数は２つであることが好ましい。
【０２６５】
　なお、図１３および図１４を参照して説明したように、補助容量配線のそれぞれに独立
に電圧Ｖｃｓを供給する構成を採用してもよい。この場合においては、表示期間および調
整期間における電圧Ｖｃｓの波形の選択肢が増えるというメリットが得られる。ただし、
電圧Ｖｃｓは、１垂直走査期間内に走査線の電圧がローレベルとされてから少なくとも１
回以上はレベル変化を行う必要がある。また、例えば、走査線の２倍の補助容量配線と各
補助容量配線にそれぞれ独立に電圧Ｖｃｓを供給する構成を備えた液晶表示装置で、走査
線の電圧がローレベルとされてから１回だけ電圧Ｖｃｓのレベル変化を行う場合は、１垂
直走査期間内で、走査線の電圧がローレベルとされてから電圧Ｖｃｓがレベル変化を行う
までの時間あるいは、電圧Ｖｃｓのレベル変化を行った後、次に走査線の電圧がハイレベ
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ルとされるまでの時間が全表示ラインにおいて等しく設定することが望ましい。
【０２６６】
　一方、複数の補助容量幹線のそれぞれに対して複数の補助容量配線を設ける構成を採用
すると、１つの補助容量幹線に接続された当該複数の補助容量配線の電圧Ｖｃｓの振動の
振幅を正確に一致させられるという利点が得られる。もちろん、多数の独立な電圧を提供
するよりも回路構成を簡単にできるという利点も得られる。
【０２６７】
　さらに、上述した実施形態１～７の液晶表示装置では、特許文献１に記載されたマルチ
絵素駆動方法、即ちＣＳバスラインに矩形波状の電圧を印加することにより、一画素を構
成する２つの副画素の輝度を異ならせる方式を採用していたが、本発明はこれに限定され
ない。
【０２６８】
　本発明の要点は次の２点であり、この２点を満足する実施形態は上記実施形態に限定さ
れない。
【０２６９】
　本発明の第１の要点は、１画素を構成する副画素の輝度を入れ替えることにより、各副
画素の輝度を一定時間で平均化して副画素間の輝度差を略ゼロとなるように各副画素の輝
度の時間変化を最適化することにある。
【０２７０】
　本発明の第２の要点は、各副画素に印加される電圧を一定時間で平均化した値が全ての
副画素で略等しくなるように副画素の極性反転を行い、液晶層に印加される実効電圧の変
化（輝度の変化）を最適化することにある。なお、信頼性の観点から、副画素間の平均実
効電圧の差は１Ｖ以下であることが望ましい。
【０２７１】
　上記２つの要点を満足する液晶表示装置の例としては画素の極性（＋、－）と副画素の
明るさ（明、暗）を組み合わせた４つのフレーム、（明、＋）、（明、－）、（暗、＋）
、（暗、－）を一定期間内で同量含むものがある。また、別の液晶表示装置としては明暗
の中間輝度を有する構成では（明、＋）、（暗、＋）と（中、－）、（中、－）或いは（
明、－）、（暗、－）と（中、－）、（中、－）の４つのフレームを一定期間内で同量含
むものがある。
【０２７２】
　上記要点を満足するためには、上述した実施形態１～７の液晶表示装置に限定されず、
フレーム毎に副画素の極性と輝度を制御してもよい。例えば、各副画素のＴＦＴ素子が副
画素毎に独立のデータ信号、走査信号で駆動する液晶表示装置であってもよい。
【０２７３】
　または、本発明の液晶表示装置は、図２５に示したように、各副画素のＴＦＴ素子が副
画素毎に独立のデータ信号で輝度を制御し、共通の走査線によって駆動される液晶表示装
置であってもよい。この場合、副画素の輝度および極性を独立のデータ信号で供給するこ
とにより、各副画素の輝度および極性を制御することができる。
【０２７４】
　あるいは、本発明の液晶表示装置は、各副画素のＴＦＴ素子が副画素毎に共通のデータ
信号で輝度を制御し、別個の走査線によって駆動される液晶表示装置であってもよい。こ
の場合、１フレームの時間をさらに分割し各副画素に対応した輝度と極性をデータ信号に
供給し、それぞれの副画素で走査時間或いはタイミングを設定する（１フレーム内で時分
割する）ことにより、各副画素の輝度および極性を制御することができる。
【０２７５】
　なお、参考のために、本願の基礎出願である特願２００６－２２８４７６、および、そ
れに関連する特願２００６－２２８４７５の開示内容を本明細書に援用する。
【産業上の利用可能性】
【０２７６】
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　本発明によると、γ特性の視野角依存性が改善された表示品位の極めて高い大型あるい
は高精細の液晶表示装置が提供される。本発明の液晶表示装置は、例えば３０型以上の大
型のテレビ受像機として好適に用いられる。
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